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地
域
を
照
ら
す
の
は

み
ん
な
の
笑
顔

み
ん
な
の
ま
ち
を

み
ん
な
で
一
緒
に
つ
く
り
ま
し
ょ
う

霧
島
市
自
治
公
民
館
連
絡
協
議

会
で
は
来
年
２
月
を
自
治
会
加
入

推
進
月
間
と
決
め
て
、
未
加
入
者

へ
の
自
治
会
加
入
を
進
め
ま
す
。

ア
パ
ー
ト
や
マ
ン
シ
ョ
ン
、
新

興
住
宅
地
な
ど
の
多
い
国
分
・
隼

人
地
区
の
市
街
地
で
は
未
加
入
世

帯
が
増
加
し
て
い
ま
す
。
周
辺
部

の
溝
辺
、
横
川
、
牧
園
、
霧
島
、

福
山
地
区
で
も
、
地
域
外
か
ら
の

転
入
者
な
ど
加
入
し
な
い
世
帯
も

あ
り
、
加
入
率
は
年
々
低
下
し
て

い
ま
す
。

同
じ
地
域
に
住
ん
で
い
る
人
同

士
が
お
互
い
に
助
け
合
い
、安
心
・

安
全
で
、
明
る
く
住
み
や
す
い
と

こ
ろ
に
し
よ
う
と
活
動
し
て
い
る

組
織
が
地
区
自
治
公
民
館
・
自
治

会
で
す
。
例
え
ば
ご
み
ス
テ
ー
シ 

ョ
ン
の
設
置
や
掃
除
、
道
路
や
側

溝
な
ど
の
美
化
作
業
な
ど
の
ほ
か
、

道
路
を
照
ら
す
防
犯
灯
の
電
気
料

金
も
自
治
会
で
支
払
っ
て
い
ま
す
。

で
す
か
ら
自
治
会
に
加
入
し
て
い

な
く
て
も
、
な
に
か
し
ら
地
域
の

人
々
の
お
か
げ
で
日
常
生
活
を

送
っ
て
い
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

笑
顔
あ
ふ
れ
る
ま
ち
に

私
た
ち
が
暮
ら
し
て
い
る
地
域

に
は
、
い
ろ
い
ろ
な
仕
事
の
人
、

霧島市には自治会が865団体、地区自治公民館が89団体あります。旧１市６町ごとに地区自治公民館連
絡協議会と霧島市全体の連合体として霧島市自治公民館連絡協議会があります。
自治会への加入率は合併直前の79.1㌫から今年11月には70.1㌫と９㌫も減少しています。地域によっ
ては隣近所にだれが住んでいるのかさえもわからず、市街地だけでなくその全域でその傾向にあり、地
域活動をするうえで困っています。
そこで霧島市自治公民館連絡協議会では２月に自治会加入推進月間を計画しています。

考
え
の
人
、
高
齢
者
や
若
い
人
な

ど
が
一
緒
に
生
活
し
て
い
ま
す
。

個
人
の
生
活
が
尊
重
さ
れ
、
他
人

の
こ
と
に
干
渉
し
な
い
と
い
う
生

活
様
式
が
一
般
化
し
て
い
ま
す
。

　

で
も
何
か
困
っ
た
こ
と
は
あ
り

ま
せ
ん
か
。
隣
近
所
の
方
と
話
せ

て
い
ま
す
か
。
さ
び
し
く
は
な
い

で
す
か
。
近
所
の
助
け
を
も
ら
い
、

周
り
の
人
と
楽
し
み
を
分
か
ち
合

え
る
、
そ
ん
な
笑
顔
あ
ふ
れ
る
ま

ち
づ
く
り
に
あ
な
た
も
参
加
し
て

み
ま
せ
ん
か
。

特集◎
自治会

に入ろ
う

自治会って
なにをするの？
『遠くの親戚より近くの他人』と言われるよ
うに、いざというときに一番頼りになるのは
お隣やご近所の人たちです。
隣近所の協力関係をより広げて、住みよい

地域にするための活動をしているのが地区自
治公民館・自治会です。

◎情報伝達
・�市から広報誌や文書の配布・回覧
・有線（無線）放送でのお知らせ
・公民館だよりの発行

◎環境美化活動
・ごみステーションの管理
・地区内の清掃活動
・資源ごみの回収

◎防犯・防災
・防犯灯の維持・管理
・交通安全指導
・防犯パトロール隊活動
・消防団・女性防火クラブ

◎親睦
・地区運動会
・レクリエーション大会
・スポーツ大会

◎青少年の健全育成、
　高齢者支援
・子ども会活動
・子どもと高齢者のふれあい活動
・老人クラブ活動
・敬老会

◎相互扶助
・募金活動
・行方不明者の捜索
・慶弔時の手伝い

地区自治公民館・自治会では明るく住みよい、
みんなが安心できるまちづくりを目指し、特
色を生かした様々な活動をしています。

11月23日、佳例川収穫祭（福山町）

広報きりしま  ��  Kirishima City Public Relations, 2009.12, Japan



特集◎自治会に入ろう

地
区
自
治
公
民
館
・
自
治
会
と

は
、
自
分
の
住
ん
で
い
る
地
域
を

自
分
た
ち
の
力
で
住
み
や
す
く
し

て
い
こ
う
と
、
住
民
自
ら
が
主
体

と
な
っ
て
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

顔
の
見
え
る
ま
ち
づ
く
り

11
月
23
日
、
国
分
の
野
口
地
区

自
治
公
民
館
で
防
災
訓
練
が
あ
り

ま
し
た
。
避
難
誘
導
訓
練
、
応
急

救
護
訓
練
、
炊
き
出
し
訓
練
な
ど

本
格
的
で
、
消
防
団
、
女
性
防
火

ク
ラ
ブ
、
婦
人
部
な
ど
総
勢
２
０

０
人
余
り
が
参
加
し
ま
し
た
。

防
災
訓
練
を
提
案
し
た
館
長
の

有
村
雅
重
さ
ん
は
、
平
成
７
年
１

月
７
日
、
死
者
６
４
３
４
人
を
出

し
た
阪
神
・
淡
路
大
震
災
に
あ
い

ま
し
た
。
当
時
、
夫
婦
で
住
ん
で

い
た
西
宮
市
、
明
け
方
に
ド
ン

と
体
が
浮
き
上
が
る
よ
う
な
地

震
。
人
生
が
終
わ
っ
た
か
と
思
っ

た
そ
う
で
す
。
建
設
業
界
に
勤
め

て
い
た
有
村
さ
ん
は
、
神
戸
市
か

ら
の
要
請
で
亡
く
な
っ
た
人
を
体

育
館
へ
運
び
ま
し
た
。
ド
ロ
ド
ロ

に
な
っ
た
体
を
拭
い
て
や
り
た
く

て
も
水
も
な
く
、
顔
を
拭
い
て
あ

げ
る
こ
と
し
か
で
き
な
か
っ
た
そ

う
で
す
。
ま
た
倒
壊
し
た
建
物
の

中
に
生
き
埋
め
に
な
っ
た
人
た
ち

が
い
ま
し
た
が
、
引
っ
張
り
出
す

こ
と
も
で
き
ず
に
火
災
で
死
ん
で

い
く
悲
惨
な
場
面
に
も
遭
遇
。
そ

の
時
の
体
験
か
ら
「
日
ご
ろ
か
ら

防
災
意
識
を
持
つ
こ
と
、
訓
練
を

し
て
い
ざ
と
い
う
時
に
備
え
る
こ

と
の
必
要
性
を
地
域
の
皆
さ
ん
に

知
っ
て
ほ
し
い
」
と
自
治
会
活
動

の
一
つ
と
し
て
実
施
し
た
の
で
す
。

ま
た
少
年
犯
罪
や
凶
悪
犯
罪
な

ど
が
増
加
し
て
い
る
こ
ん
な
時
代

だ
か
ら
こ
そ
、
地
域
の
中
で
お
互

い
の
顔
が
わ
か
る
人
付
き
合
い
、

人
と
人
と
の
つ
な
が
り
は
大
切
で

す
。
市
内
で
は
地
区
自
治
公
民
館

や
自
治
会
な
ど
が
結
成
し
て
い
る

防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
隊
が
90
団
体
あ

り
、
地
域
の
巡
回
を
し
た
り
、
子

ど
も
た
ち
の
見
守
り
を
し
た
り
し

て
い
ま
す
。
地
域
の
皆
さ
ん
の
こ

う
し
た
地
道
な
活
動
が
ま
ち
づ
く

り
に
必
要
な
の
で
す
。

こ
れ
か
ら
の
自
治
会
は

各
地
区
の
自
治
公
民
館
連
絡
協

議
会
の
会
長
か
ら
は
、「
加
入
推

進
に
つ
い
て
は
、
未
加
入
者
の
と

こ
ろ
に
直
接
足
を
運
ぶ
こ
と
。
自

治
会
や
地
区
自
治
公
民
館
自
体
も

楽
し
く
、
加
入
し
た
く
な
る
よ
う

な
活
動
を
す
る
こ
と
も
必
要
で
は

な
い
だ
ろ
う
か
」
と
い
う
声
が
聞

か
れ
ま
し
た
。

ス
ポ
ー
ツ
大
会
、
清
掃
活
動
、

伝
統
行
事
な
ど
、
そ
こ
に
住
む

人
々
が
常
に
顔
を
合
わ
せ
る
こ
と

で
地
域
の
き
ず
な
は
深
ま
り
ま
す
。

そ
れ
が
安
心･

安
全
で
明
る
く
住

み
心
地
の
よ
い
地
域
づ
く
り
に
つ

な
が
る
の
で
す
。
あ
な
た
も
地
域

の
一
員
と
し
て
地
区
自
治
公
民

館
・
自
治
会
活
動
に
参
加
し
て
み

ま
せ
ん
か
。

みんなで楽しく、そして支えあう。
地区自治公民館や自治会では会員相互の親睦を図り、防犯や環境美化活動などに努めています。
地域によって活動内容もさまざまです。「こんな自治会に入りたい」とか、「こんなことをして
みたい」と思える活動をしている自治会がたくさんあります。ここではその一部をご紹介します。

グラウンドゴルフで
健康と交流

自治公民館（牧園）
高千穂
地区

牧園町の高千穂地区自治公民館では毎年グラウン
ドゴルフ大会を開催しています。普段は自治会を主
体としたチームをつくり、定期的に練習をしています。 
髙
た か

貝
が い

隆
たかし

館長は言います「定期的に練習することに
よって、今日は○○さんが来ていないけどどうした
のかなと安否の確認にもなるし、とにかく楽しい
です。自治会に加入してくださいと言うだけでなく、
楽しくなるような自治会活動をすることが大事」と。

こんなことをしています。私たちの地区自治公民館・自治会

清掃作業（横川町：植村今村地区自治公民館） 秋の収穫祭（霧島：堀之内自治会） たんぼゴルフ（国分：府中地区自治公民館）

防災訓練（国分：野口地区自治公民館） 牛踊り（福山町：比曽木野地区自治公民館） ウォーキング（溝辺町：三縄地区自治公民館）

同
じ
地
域
に
住
ん
で
い
る
人
同
士
が
、

仲
良
く
助
け
合
っ
て
暮
ら
し
て
い
こ
う
と
す
る
考
え
方
は
、

今
も
昔
も
変
わ
っ
て
い
ま
せ
ん
。

INTERVIEW

日髙純子さん（39）
真孝９自治会（隼人町）

運送業を営む夫の泰貴さん（39）、長男
智仁君（11）、長女千尋さん（９）、次男
暢泉（まさみ）君（４）の 5人家族。出身
地は泰貴さんが鹿児島市で、純子さんは
熊本県。3 年前に家を建て移住。市役
所で自治会長の連絡先を教えてもらい、
すぐに自治会に入会しました。

10自治会　加入世帯●1,477世帯（平成21年11月１日現在）

昔、事故で足を痛めてから歩くこともつらかったのですが、グラ
ウンドゴルフを始めて自然と楽に歩けるようになり、笑うことも多
くなりました。グラウンドゴルフを始めるまでは、なかなか子ども
と会話する機会が少なかったのですが、地域の子どもを入れての
大会では心の距離が近くなり、普段から声をかけやすくなりました。

馬場勇美さん（73）INTERVIEW

小 さい子どもがいるので、学校から
帰ってくるときに、おじいさんや

おばあさんたちが見守ってくれる安心感
がほしくて、すぐに自治会に入会しまし
た。子ども会活動をしていますが、それ
も自治会に入っているからできるのだろう
し、活動を通じて地域の方やよその子の
名前を覚え、お母さん方とも友だちにな
れました。
数か月に1回の道路掃除に参加しま

すが、子どもも参加したほうがいいと思
います。自治会で掃除をするから道路が
きれいなんだということをわかった方がい
いし、子どもにもできることがあるはずで
す。学校では掃除するけど、地域では掃
除をしないというのはおかしいと思うんで
す。子どもも自分で掃除すると、きれい
になったと感じるのではないでしょうか。
ごみ捨ての時は朝早くから自治会長さ

んも出てきてあいさつをされます。近くに
知っている人が少ないので、声をかけて
もらえるのはうれしいです。鹿児島に来
たころは友だちもいなくてストレスを感じ
ていました。家の中にいれば一人ですが、
外に出れば声をかけてくれる人がいます。
私たちは人の中で生きています。ですか
ら地域のみんなで助け合おうとしている
自治会には入ったほうがいいと思います。
そうしないと話す機会も少ないし、回覧
板も回ってこない、地域のこともわかり
ませんから。
これからの自治会は、子どもたちが一
人で帰ってくることのできる安心・安全な
まちであってほしいです。子どもたちには
地域の皆さんに見守られてありがたいと
いう気持ちをもってもらうためにも、親
が子どもに地域のことを話をしてあげる
ことが大切なのかもしれません。

入っててよかった自治会

広報きりしま  ��  Kirishima City Public Relations, 2009.12, Japan



４行の文字に込められた
古代へのロマン

正
式
に
書
か
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
、
全
国
で

は
２
例
目
の
重
要
な
発
見
で
す
。

■

大
隅
国
府
は
国
分
に
あ
っ
た

今
回
の
重
要
な
発
見
。
し
か
し
、
一
つ
の
疑

問
が
浮
か
び
ま
す
。
全
国
で
も
希
少
な
草
仮
名

が
な
ぜ
、
都
か
ら
遠
く
離
れ
た
国
分
の
地
に

あ
っ
た
の
か
。
し
か
も
、
９
世
紀
か
ら
10
世
紀

初
め
は
、
ま
だ
都
の
位
の
高
い
人
物
し
か
草
仮

名
を
使
っ
て
お
ら
ず
、
新
聞
や
テ
レ
ビ
も
な
い

時
代
に
、
ど
う
や
っ
て
「
草
仮
名
」
は
伝
わ
っ

て
来
た
の
で
し
ょ
う
か
。

可
能
性
と
し
て
有
力
な
の
が
「
大
隅
国
府
」

の
存
在
で
す
。
国
府
と
は
そ
の
地
域
の
政
治
の

中
心
で
あ
り
、
今
で
言
え
ば
県
庁
・
県
庁
所
在

地
の
よ
う
な
も
の
で
、
大
隅
国
府
は
大
隅
国
の

中
心
で
し
た
。
大
隅
国
は
和
銅
６
（
７
１
３
）

年
に
建
国
、
し
か
し
、
国
府
の
場
所
は
確
定
さ

れ
て
い
ま
せ
ん
。
有
力
な
説
が
国
分
の
府
中
付

近
で
す
。
国
府
の
役
人
は
都
か
ら
赴
任
し
て
お

り
、
今
回
の
草
仮
名
も
都
か
ら
来
た
役
人
が
書

役
人
の
可
能
性
が
高
い
よ
う
で
す
。
そ
の
歴
代

の
役
人
を
見
て
み
る
と
、
鹿
児
島
と
縁
の
深
い

方
が
一
人
い
ま
し
た
。
そ
の
名
は「
桜
島
忠
信
」。

鹿
児
島
の
シ
ン
ボ
ル
桜
島
の
名
前
の
由
来
に

な
っ
た
人
物
と
い
わ
れ
て
い
る
人
で
す
。

一
片
の
土
器
に
書
か
れ
た
４
行
の
文
字
。
そ

こ
か
ら
都
と
の
関
係
や
大
隅
国
府
の
場
所
、
桜

島
の
名
前
の
由
来
に
な
っ
た
人
物
が
い
た
こ

と
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
こ
と
が
分
か
り
ま
し

た
。
歴
史
や
文
化
は
知
れ
ば
知
る
ほ
ど
、
古
代

へ
の
ロ
マ
ン
が
広
が
り
ま
す
。
今
回
の
発
見
で

特
に
そ
の
こ
と
を
感
じ
ま
し
た
。
大
隅
国
は
平

成
25
年
に
建
国
１
３
０
０
年
を
迎
え
ま
す
。
皆

さ
ん
も
、
古
く
か
ら
こ
の
地
に
受
け
継
が
れ
て

き
た
多
く
の
歴
史
や
文
化
に
触
れ
、
古
代
へ
の

ロ
マ
ン
を
感
じ
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

き
っ
と
、
あ
な
た
が
知
ら
な
か
っ
た
事
実
が
そ

こ
に
は
あ
り
ま
す
。

気
色
の
杜
遺
跡
か
ら
出
土
し
た

草そ
う

仮が

名な

墨ぼ
く

書し
ょ

土ど

器き

一
片
の
土
器
に
書
か
れ
て
い
た
文
字
。
は
た
し
て
こ
の
文
字
は
い
つ
、
誰
が
、
ど
ん
な
思
い
で
書
い
た
の
か
。

調
査
を
し
て
い
く
う
ち
に
浮
か
び
上
が
る
数
々
の
仮
説
。
そ
こ
に
は
古
代
へ
の
ロ
マ
ン
が
。

上野原遺跡や真
ま

米
ごめ

甌
おう

穴
けつ

群など、市
内には国・県・市の指定文化財と国の
登録文化財が約120あります。そして
今回、「草

そう

仮
が

名
な

墨
ぼく

書
しょ

土
ど

器
き

」という新た
な歴史的発見がありました。霧島市に
ある文化財一つ一つがこのまちの歴
史でもあります。ぜひ皆さんも、多くの
歴史や文化に触れ、このまちの新たな
魅力を感じてみてください。
市では、文化財などを巡る「きりし

ま歴史散歩」や子どもたちに文化財を
伝える「文化財少年団」などを開催。ま
た、市内の文化財ガイドブック「歴史
散歩」を300円で販売しています。

◎�問い合わせ先＝文化振興課☎（42）
1119

風
こが

の杜

奈
な

気
げ

木
き

の杜

神話に登場する蛭児神
の話を元に、嘆いて放
棄したということからこ
の名がつけられたとい
う。蛭児を乗せた天盤
樟船（あめのいわくすふ
ね）はここに漂着し、巨
木となったと伝えられて
いる。また、その船の舵
の木が流れ着いたとこ
ろを加治木という。古
今集や金葉集などに歌
が収められている。

古くから風光明媚な場所として有名だった
が、由来ははっきりしていない。「長門本平
家物語」によると、治承元（１１７７）年、鹿ケ
谷の陰謀の露見で平清盛によって鬼界ヶ
島に流された藤原成経、平康頼、俊寛はこ
のあたりから出発したといわれている。また、
藤原成経の愛人である伯耆局（ほうきのつ
ぼね）は、成経の後を追うことができないと
分かり、ここで果てたという。

古来、玉葉集など和歌集にも詠まれている、
大隅国でも有名な名勝地である。都と往来
のあった国府の近くにあるだけに、都でも
風光明媚（び）な場所として有名だった。

歌枕の地

文化振興課
文化財グループ

坂元祐
ゆう

己
き 文
化
財
は
こ
の
ま
ち
の
歴
史

平
成
19
年
１
月
、
国
分
府
中
町
で
無
数
の
遺

物
が
発
見
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
土

器
で
、
完
全
な
も
の
か
ら
破
片
ま
で
お
よ
そ
１

０
０
０
点
。
そ
の
中
に
は
文
字
の
書
か
れ
た
土

器
が
３
点
あ
り
ま
し
た
が
、
そ
の
一
片
に
、
ほ

か
の
土
器
に
書
か
れ
て
い
る
文
字
と
は
異
な
る

も
の
が
あ
り
ま
し
た
。
調
査
で
分
か
っ
た
こ
と

は
、
土
器
は
９
世
紀
後
半
か
ら
10
世
紀
初
め
の

も
の
で
、
書
か
れ
て
い
る
文
字
は
「
草そ

う

仮が

名な

」

で
し
た
。

■

歴
史
的
発
見

「
草
仮
名
」
は
、
平
仮
名
を
漢
字
で
表
し
て

い
た
「
万
葉
仮
名
」
と
平
仮
名
の
間
ぐ
ら
い
に

生
ま
れ
た
文
字
で
、
９
世
紀
中
ご
ろ
の
書
物
の

中
に
は
「
草
仮
名
」
が
使
わ
れ
て
い
る
も
の
も

あ
り
ま
す
。
今
回
、
９
世
紀
か
ら
10
世
紀
ご
ろ

の
土
器
に
そ
の
「
草
仮
名
」
が
書
か
れ
て
い
た

と
い
う
こ
と
は
、
ち
ょ
う
ど
「
草
仮
名
」
が
使

わ
れ
始
め
た
こ
ろ
に
書
か
れ
た
も
の
だ
と
推
測

で
き
ま
す
。

「
草
仮
名
」
が
書
か
れ
た
土
器
は
全
国
で
も

珍
し
く
、
現
在
発
見
さ
れ
て
い
る
の
は
京
都
府

や
富
山
県
、
茨
城
県
、
福
岡
県
な
ど
の
遺
跡
で

出
土
し
た
数
点
の
み
。
し
か
し
正
式
に
書
か
れ

た
も
の
は
京
都
府
平
安
宮
跡
で
出
土
し
た
１
点

の
み
で
す
。
今
回
、
国
分
で
発
見
さ
れ
た
物
も

和歌に詠みこまれた各地の名所である歌
枕の地が、市内には３か所あります。

い
た
と
思
わ
れ
ま
す
。
土
器
の
調
査
を
さ
れ
た

富
山
大
学
人
文
学
部
の
鈴
木
景
二
教
授
は
「
一

行
目
に
書
い
て
あ
る
『
ち
と
せ
』
は
、
千
歳
飴あ

め

と
同
じ
で
、
永
遠
を
願
う
と
き
に
使
わ
れ
る
言

葉
で
す
。
そ
れ
が
、
大
隅
国
府
や
和
歌
に
詠よ

ま

れ
る
名
所
で
あ
る
歌
枕
”気け
し
き色

の
杜も

り

“の
近
く
で
、

宴
会
用
の
多
く
の
土
器
と
一
緒
に
見
つ
か
り
ま

し
た
。
き
っ
と
饗
宴
で
、
世
の
安
泰
と
参
加
者

の
幸
福
が
永
遠
で
あ
る
こ
と
を
和
歌
に
詠
む
儀

礼
が
あ
っ
た
の
で
し
ょ
う
。
提
示
さ
れ
た
上
の

句
に
対
し
て
下
の
句
を
詠
ん
で
土
器
に
書
い
て

提
示
す
る
よ
う
な
作
法
が
あ
っ
た
と
想
像
で
き

ま
す
。
国
府
で
の
饗
宴
の
和
歌
儀
礼
を
知
る
上

で
、
ま
た
、
都
か
ら
離
れ
た
国
分
で
見
つ
か
っ

た
こ
と
か
ら
地
方
の
文
化
を
知
る
上
で
も
、
と

て
も
貴
重
な
発
見
に
な
る
」
と
期
待
さ
れ
て
い

ま
し
た
。

■

古
代
へ
の
ロ
マ
ン

草
仮
名
を
書
い
た
人
物
の
特
定
は
で
き
ま
せ

ん
で
し
た
が
、
都
か
ら
赴
任
し
た
大
隅
国
府
の

気
け し き

色の杜
（国分府中の西）

（国分新町）

（隼人町内：蛭
ひる

児
こ

神
社境内の森）

ち
と
せ
は

□
（
ふ
・
さ
）
と
も

さ
□
□
□

あ
れ
□

⃝市役所

●
国分駅

天降川

手篭川

471

223 気色の杜
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受
賞
者
（
敬
称
略
）

◎
功
績

◦
く
ら
し
・
環
境
部
門
＝
黒
木
辰
二

◎
永
年
勤
続

◦�

教
育
文
化
ス
ポ
ー
ツ
部
門
＝
北

原
琢
磨

◦�

保
健
福
祉
部
門
＝
追
鳥
政
美
、

濱
田
ヒ
ロ
子
、
上
脇
田
順
子
、

畠
中
カ
ズ
子
、
新
屋
敷
ア
キ
子
、

福
元
靜
男
、
中
村
美
智
子
、
池

田
洋
子
、
室
屋
功
、
有
村
益
男
、

山
下
光
子
、
熊
谷
初
男
、
野
元

勝
子
、
大
迫
千
代
江
、
濵
本

手作りミュージカル
大盛況

龍馬ハネムーン
ロードを歩こう

魅力ある観光資源
温泉は心も強くする
地域資源を活用した健康づくり
型の観光をすすめようと「霧島湯
けむりシンポジウム」が11月20日、
国分シビックセンター多目的ホー
ルでありました。基調講演には全

国龍馬社中会長の橋本邦
くに

健
たけ

さんが招かれ「龍馬が歩いた霧島路は海、川、
山、そして温泉ありと、健康づくりにもすばらしい観光地である」と話され、
パネルディスカッションでは、鹿児島大学霧島リハビリテーションセン
ター長の川平和美さんが「温泉は体だけでなく、心も強くする効果があ
る」と医学的な検証をもとに温泉の持つ多彩な魅力を紹介されました。

肥薩線100周年
歴史と長寿を祝う
ＪＲ大隅横川駅で11月22日、県

と市が駅前広場に整備した大隅横
川駅平和公園の完成記念式典と肥
薩線全線開通100周年を祝うイベ
ントが開かれました。この日は100

歳以上のご長寿６人が招かれ、公園の歩き初めや記念撮影に参加、開業
106年の大隅横川駅に新たな歴史を刻みました。市内最高齢の107歳で、近
くの横川緑風園に入所中の原口キクノさんは「よこがわん駅も長生きやい
なー（横川の駅も長生きですね）、こげなばばにあいがてこっじゃ（こんな
ばあさんにありがたいことです）、長生きしてよかった」と話しました。

143年前、龍馬とお龍が日本で
初めての新婚旅行で歩いた「龍馬
ハネムーンロード」を歩く、霧島
歩こう会が主催した「龍馬ハネ
ムーンロードを歩こう」が11月

14日と15日の２日間ありました。
２日間の参加者は約200人で、１日目は隼人地区浜之市から牧園地区
中津川(霧島高原国民休養地)までの27㌔㍍のコース、２日目は２コース
に別れ高千穂峰と霧島神宮に向かって歩きました。中には新婚旅行で東
京から訪れた参加者もおり、秋の霧島を満喫しているようでした。

ミュージカルの楽しさを市民の
皆さんに知ってもらおうと「はや
と創造舞台」のミュージカル公演
が10月25日に隼人町の天降川共
同利用施設でありました。物語は

リストラにあった男性が、昔の仲間との出会いを通して夢を取り戻すと
いうもの。観客は200人と立ち見が出るほどで、実行委員長の地蔵原勇
さんは「はじめて脚本から歌、ダンスを自分たちだけで手がけました。
来年は合併5周年記念のミュージカルを計画中。今日のような拍手をも
らえるように稽

けい

古
こ

を積んでいきたい」と来年への意気込みを話しました。

功績を称
たた

える
２００９年市民表彰式
92人の個人と
19の団体を表彰

霧島市民表彰式霧 島 か わ ら 版 永
年
、
市
政
の
発
展
や
市
民

生
活
の
向
上
に
尽
力
さ
れ

た
方
、
各
種
ス
ポ
ー
ツ
大
会
な
ど

で
優
秀
な
成
績
を
収
め
た
方
な
ど

を
称
え
、
表
彰
す
る
市
民
表
彰
式

が
11
月
７
日
、
国
分
シ
ビ
ッ
ク
セ

ン
タ
ー
多
目
的
ホ
ー
ル
で
あ
り
ま

し
た
。
式
で
は
92
人
の
個
人
と
19

の
団
体
に
表
彰
状
と
記
念
品
を
授

与
。ま
た
、国
分
西
地
区
の
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
広
場
に
高
額
の
太
陽
電
池

式
屋
外
電
波
時
計
を
寄
贈
さ
れ
た

上
西
ス
ミ
子
さ
ん
（
国
分
福
島
）

美
（
国
分
高
校
）、
福
永
莉
子

（
国
分
高
校
）、
窪
田
理
沙
（
隼

人
工
業
高
校
）、
西
広
樹
・
宗
方

俊
樹
（
隼
人
工
業
高
校
）、
隼

人
工
業
高
校
弓
道
部
、
下
村
世

連
（
鹿
児
島
第
一
高
校
）、
冨
松

文
哉
（
鹿
児
島
第
一
高
校
）、
北

山
愛
（
鹿
児
島
第
一
高
校
）、
鹿

児
島
第
一
高
校
女
子
空
手
道

部
、
深
利
恭
兵
（
鹿
児
島
商
業

高
校
）、
デ
イ
ビ
ッ
ト
・
カ
ル
イ

鶴
中
）、
長
野
良
将
（
舞
鶴
中
）、

舞
鶴
中
男
子
柔
道
部
、
小
田
原

潤
（
隼
人
中
）、
森
亮
太
（
隼
人

中
）、隼
人
中
男
子
ハ
ン
ド
ボ
ー

ル
部
、
井
関
凌
大
（
日
当
山
中
）、

山
下
智
恵
美
（
日
当
山
中
）、
加

藤
将
也
（
鹿
児
島
第
一
中
）、
南

園
沙
弥
（
国
分
中
央
高
校
）、
冨

田
美
也
（
国
分
中
央
高
校
）、
内

村
和
寛
（
国
分
高
校
）、
内
村
沙

奈
江
（
国
分
高
校
）、
山
下
真
名

ル
（
第
一
工
業
大
学
）、
第
一

工
業
大
学
陸
上
部
、
四
反
田
将

（
志
學
館
大
学
）、
平
豊
（
志
學

館
大
学
）、
柳
田
樹
龍
（
志
學
館

大
学
）、
中
濱
愛
美
（
志
學
館
大

学
）、
中
西
彩
乃
（
志
學
館
大

学
）、
王
一
平
（
志
學
館
大
学
）、

内
佳
奈
子
（
志
學
館
大
学
）、
志

學
館
大
学
陸
上
部
、
志
學
館
大

学
女
子
卓
球
部
、西
薗
良
太（
東

京
大
学
）、
鹿
児
島
第
一
医
療

伸
子
、
中
西
幸
雄
、
町
田
五
男
、

川
野
ノ
リ
子
、
小
濵
宏
、
坂
口

義
弘
、
芝
チ
エ
子
、
川
畑
忠
、

桑
畑
哲
夫
、
濵
田
フ
ヂ
子
、
荒

田
雪
子
、
宮
原
弘
子
、
國
師
彰
、

平
田
紀
子
、
川
野
三
郎
、
山
浦

安
生
、
山
内
雅
一
、
東
村
学

◦�

産
業
経
済
部
門
＝
東
鶴
昭
雄
、

小
原
健
彦

◦�

社
会
活
動
部
門
＝
内
田
保
幸
、

前
田
良
熊
、
米
滿
廣
志
、
狩
浦

文
四
郎
、
岩
元
辰
已
、
永
山
治
、

池
田
忠
、
﨑
元
利
德
、
本
村
憲

二
、
繁
田
純
夫
、
田
中
正
義
、

海
江
田
フ
ジ
、
桑
幡
春
男
、
篠

宮
才
次

◎
成
績
優
秀

国
分
小
吹
奏
楽
部
、
国
分
西
小

金
管
バ
ン
ド
、
上
小
川
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
、
川

田
康
輔
（
高
千
穂
小
）、
飛
松
Ｆ

Ｃ
、
髙
橋
李
生
（
国
分
中
）、
山

中
光
・
髙
橋
李
生
・
戸
越
正
孝
・

髙
橋
賢
也
（
国
分
中
）、
国
分
中

サ
ッ
カ
ー
部
、
国
分
中
吹
奏
楽

部
、
帖
佐
そ
よ
香
（
舞
鶴
中
）、

本
村
優
華
（
舞
鶴
中
）、
本
村
優

華
・
山
田
あ
か
り
・
佐
川
夢
姫

奈
・
吉
満
愛
莉
（
舞
鶴
中
）、
青

柳
美
希
（
舞
鶴
中
）、
近
藤
航

冴
（
舞
鶴
中
）、
飛
松
直
樹
（
舞

へ
感
謝
状
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

今
年
５
月
に
開
催
さ
れ
た
全
九

州
学
生
春
季
卓
球
選
手
権
大
会
で

女
子
の
部
優
勝
に
輝
き
、
成
績
優

秀
の
部
で
表
彰
さ
れ
た
志
學
館
大

学
４
年
で
中
国
か
ら
の
留
学
生
王わ

ん

一い
ー

平ぴ
ん

さ
ん
は
「
大
変
名
誉
な
賞
を

い
た
だ
き
と
て
も
う
れ
し
い
で
す
。

社
会
人
に
な
っ
て
も
実
業
団
で
卓

球
を
続
け
、
将
来
は
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
を
目
指
し
ま
す
」
と
、
受
賞
の

喜
び
と
こ
れ
か
ら
の
抱
負
を
話
さ

れ
ま
し
た
。

リ
ハ
ビ
リ
専
門
学
校
バ
ス
ケ
ッ

ト
ボ
ー
ル
部
女
子
、
成
田
智
春
、

木
原
良
視
、
児
玉
安
昭
、
本
高

和
弘
、
馬
場
司
・
剥
岩
泰
三
・
西

原
（
鹿
児
島
県
民
体
育
大
会

ク
レ
ー
射
撃
チ
ー
ム
）、
初
瀨

有
志
、
越
口
慎
也
、
川
越
太
陽
、

持
留
小
夜
香
、
山
口
真
理
、
混

声
合
唱
団
グ
リ
ー
ン
エ
コ
ー

◎
感
謝
状

上
西
ス
ミ
子

CIVIC NEWS

表彰状を手に記念撮影をする志學館大学の皆さん
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青
葉
小
学
校
は
国
分
北
小
学
校

の
大
幅
な
児
童
数
増
加
に
伴
い
、

平
成
９
年
に
開
校
し
た
新
し
い
学

校
で
、
現
在
は
６
４
３
人
（
男
子

３
２
６
人
、
女
子
３
１
７
人
）
の

児
童
が
学
ん
で
い
ま
す
。

同
校
で
は
国
語
力
を
向
上
さ
せ

る
た
め
に
、
読
解
力
を
高
め
る
指

導
に
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。
活
字

離
れ
が
進
む
中
、
そ
の
一
助
と
な

る
よ
う
に
図
書
室
に
電
算
シ
ス
テ

ム
を
導
入
し
ま
し
た
。
本
が
借
り

や
す
く
な
っ
た
こ
と
で
、
昨
年
の

一
人
当
た
り
の
読
書
冊
数
87
冊
を

上
回
り
、
今
年
は
目
標
の
１
０
０

冊
を
超
え
そ
う
だ
と
い
い
ま
す
。

教
育
に
新
聞
を

同
校
は
今
年
度
か
ら
Ｎエ

ヌ

Ｉア
イ

Ｅイ
ー

（N
ew

spaper in Education

＝

教
育
に
新
聞
を
）
の
実
践
校
に
指

定
さ
れ
、
４
年
生
以
上
を
対
象
に

新
聞
を
教
材
と
し
て
活
用
す
る
こ

と
を
始
め
ま
し
た
。

ま
ず
、
今
年
度
は
「
新
聞
に
慣

れ
親
し
も
う
」
と
、
児
童
一
人
一

人
が
ス
ク
ラ
ッ
プ
ノ
ー
ト
を
持
ち
、

気
に
な
っ
た
記
事
内
容
を
ま
と
め

て
感
想
を
書
い
た
り
、
朝
と
帰

り
の
会
で
記
事
へ
の
感
想
を
発
表

し
た
り
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
校

内
に
新
聞
閲
覧
コ
ー
ナ
ー
を
設
け
、

い
つ
で
も
新
聞
を
読
め
る
環
境
を

つ
く
っ
て
い
ま
す
。
記
事
を
読
む

上
で
、
わ
か
ら
な
か
っ
た
こ
と
を

調
べ
ら
れ
る
よ
う
に
辞
書
や
地
球

儀
な
ど
も
設
置
し
て
い
ま
す
。

６
年
４
組
の
池
之
上
琴こ

と

寧ね

さ
ん

は
「
今
ま
で
番
組
欄
し
か
見
て
い

な
か
っ
た
新
聞
を
読
む
よ
う
に

な
っ
た
」
と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

今
後
さ
ら
に
工
夫
を
凝
ら
し
、

新
聞
を
授
業
に
活
用
す
る
取
り
組

み
を
し
て
い
き
ま
す
。

新聞を教材に生かす
新聞を活用して読解力や考える力を高める

新聞を使った学習に取り組む６年４組の皆さん

新聞には地域の話題も多く、地域のことを知っ
てもらいたいという思いもありました。一方的に「読
みなさい」と言うのではなく、まず私たち大人が読み、
内容について「どう思うか」と投げかけることで考
えてもらうような機会をつくっています。子どもの可
能性は無限です。それを引き出してあげるようなきっ
かけをつくることが大切です。この学習を通じてい
ろいろな物事のとらえ方を身に付け、考える力を高
めていってほしいと思います。

◎
青
葉
小
学
校松

木 

義
幸
校
長

青葉小学校
ＮＩＥ実践校

【
犬
は
い
つ
も
足
元
に
い
て
】
大
森

兄
弟
、【
ボ
ー
ダ
ー
＆
レ
ス
】
藤
代

　

泉
、【
千
里
伝
～
五
獄
真
形
図

～
】
仁
木
英
之
、【
月
桃
夜
】
遠
田

潤
子
、【
下
天
を
謀
る　

上
・
下
】

阿
部
龍
太
郎
、【
い
つ
か
響
く
足
音
】

柴
田
よ
し
き
、【
増
大
派
に
告
ぐ
】

小
田
雅
久
仁
、【
麻
布
怪
談
】
小

林
恭
二
、【
円
朝
の
女
】
松
井
今
朝

子
、【
転
移
】
中
島　

梓
、【
ハ
ッ

ピ
ー
リ
タ
イ
ア
メ
ン
ト
】
浅
田
次

郎
、【
イ
ン
ビ
ジ
ブ
ル
レ
イ
ン
】
誉

田
哲
也
、【
志
賀
越
え
み
ち
】
伊

集
院
静
、【
甘
辛
上
海
４
】
高
樹
の

ぶ
子
、【
オ
ヤ
ジ
・
エ
イ
ジ
・
ロ
ッ

ク
ン
ロ
ー
ル
】
熊
谷
達
也
、【
堕
ち

て
ゆ
く
】
岩
井
志
麻
子
、【
敗
者

復
活
】
藤
田
宜
永
、【
旧
友
は
春
に

帰
る
】
東　

直
己
、【
フ
ァ
ミ
リ
ー

ツ
リ
ー
】
小
川　

糸
、【
子
ど
も
が

喜
ぶ
！
ハ
ッ
ピ
ー
・
イ
ベ
ン
ト
ク

ッ
キ
ン
グ
】葛　

恵
子
、【
絵
本『
か

ら
す
の
パ
ン
や
さ
ん
』
の
パ
ン
を

つ
く
ろ
う
！
】
文
化
出
版
局
、【
ス

ト
ー
リ
ー
テ
リ
ン
グ　

そ
の
心
と

技
】
エ
リ
ン
・
グ
リ
ー
ン
、【
昔
話

と
絵
本
】
石
井
正
己
、【
も
っ
と
ひ

つ
じ
ぱ
ん
】あ
き
や
ま
た
だ
し
、【
ぼ

く
も
だ
っ
こ
】
大
島
妙
子
、【
千
年

ギ
ツ
ネ
】
岡
崎
祥
久
、【
の
ぼ
り
く

だ
り
の　

ま
ど
・
み
ち
お
１
０
０

歳
詩
集
】
ま
ど
・
み
ち
お
、【
ピ
ー

タ
ー
と
象
と
魔
術
師
】
ケ
イ
ト
・

デ
ィ
カ
ミ
ロ
、【
か
わ
う
そ
３
き
ょ

う
だ
い
】
あ
べ
弘
士
、【
パ
パ
は
じ

ど
う
し
ゃ
だ
っ
た
】角
野
栄
子
、【
す

み
鬼
に
げ
た
】
岩
城
範
枝

（
霧
島
市
立
図
書
館
）

凍
とう

原
げん

桜木紫乃 著
湿地に足を取られて死んだ者は、
土に還ることも出来ず、永遠に
水の中を彷徨（さまよ）っている。
釧路湿原で発見されたサラリー
マンの他殺死体。被害者が開け
てしまったのは、64年も前に封
印されたパンドラの箱だった。

チッチと子
石田衣良 著
３年前に妻が不思議な事故で
死んで以来、小学生の息子とふ
たり暮らしを続ける万年初版作
家・青田耕平。寂しさから逃れら
れない父と子の愛情を描く。

ネズミちゃんとおまつ
りのふうせん
バレリー・ゴルバチョフ 絵
おまつりにやって来たネズミちゃ
んは、おこづかいで、おともだちみ
んなにいろんな色のふうせんを
買ってあげようと思いつきますが
…。楽しいおまつりの１日を透明
感あふれる美しい色彩で描いた、
あたたかな絵本。

ねこなんてだいきらい！
末崎茂樹 絵
あるところにねこが大嫌いな王様
がいました。ある日、おふれを出し、
国中のねこを集めて旅の商人に
売ってしまいました。ところが次の
日、ねずみたちが暴れだして…。

も
う
す
ぐ
お
正
月
、

今
年
は
何
冊
読
ん
だ
か
な

国分図書館／☎64-0918
①	９:30〜21:00
②	12月29日〜１月3日
	 特別整理期間／６月中の10日間

隼人図書館／☎43-7574
①	平日／10:00〜19:00
	 土・日・祝日／９：00〜17：00
②	月曜日
	 12月29日〜１月3日
	 特別整理期間／12月中10日以内

溝辺図書室／☎58-3191
①	８:30〜19:00
②	12月29日〜１月3日

横川図書室／☎72-1596
①	９:00〜17:00
②	月曜日・祝日
	 12月29日〜１月3日

牧園図書室／☎78-3349
①	８:30〜19:00
②	12月29日〜１月3日

霧島図書室／☎57-0316
①	月・水・金／８:30〜17:00
	 火・木・土／８:30〜20:00
②	日曜日・祝日
	 12月29日〜１月3日

福山図書室／☎56-2026
①	８:30〜17:00
②	土・日曜日・祝日
	 12月29日〜１月3日

【① 開館時間　② 休館日】

年末年始休館の
お知らせ
●期間＝12月29日（火）から
　１月３日（日）まで休館します。
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slow
 food &

 national park

2010年大河ドラマ
「龍馬伝」放映決定

◎環霧島会議構成市町のイベントなどをご紹介します。

※�

「
ジ
オ
パ
ー
ク
発
掘
調
査
隊
」
は
、
霧
島
ジ
オ
パ
ー
ク
推
進
連
絡
協
議
会
に
加
盟
し
て
い
る
霧
島
市
、
曽
於
市
、
湧
水
町

と
宮
崎
県
の
都
城
市
、
小
林
市
、
え
び
の
市
、
高
原
町
の
５
市
２
町
の
広
報
誌
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
霧
島
山
の
歴
史
に
つ

い
て
紹
介
し
ま
し
た
が
、
今
月
か

ら
５
市
２
町
の
そ
れ
ぞ
れ
の
ま
ち

に
あ
る
地
質
学
的
遺
産
を
紹
介
し

ま
す
。
今
回
は
都
城
市
の
関
之
尾

滝
と
そ
の
地
区
で
滝
の
観
光
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
を
行
っ
て
い
る

「
関
之
尾
む
か
え
び
と
」
で
す
。

◎�

問
い
合
わ
せ
先
＝
都
城
市
経
営

戦
略
課
☎
０
９
８
６（
23
）２

１
１
５

関
之
尾
滝
と
甌お

う

穴け
つ

群

「
日
本
の
滝
百
選
」
に
選
ば
れ

て
い
る
関
之
尾
滝
は
、
幅
40
㍍
、

高
さ
18
㍍
に
も
及
ぶ
大
滝
、
そ
し

て
木
々
の
間
か
ら
流
れ
落
ち
る
男お

滝
、
女め

滝
の
３
つ
の
滝
か
ら
な
り

ま
す
。
ま
た
、
滝
の
上
流
に
は
、

国
の
天
然
記
念
物
に
指
定
さ
れ
て

い
る
世
界
有
数
の
甌
穴
群
が
あ
り

ま
す
。
甌
穴
と
は
、
川
床
の
く
ぼ

み
に
入
っ
た
小
石
が
水
の
流
れ
に

よ
っ
て
回
転
し
、
岩
盤
を
削
っ
て

で
き
た
円
筒
形
の
穴
の
こ
と
で
す
。

そ
の
形
成
は
現
在
も
進
行
中
で
、

こ
の
よ
う
な
甌
穴
群
は
世
界
で
も

珍
し
く
、
地
質
学
上
貴
重
な
も
の

で
す
。
滝
の
上
流
６
０
０
㍍
、
最

大
幅
80
㍍
に
わ
た
っ
て
広
が
る
甌

穴
群
は
迫
力
満
点
で
す
。

「
関
之
尾
む
か
え
び
と
」と
は
？

関
之
尾
滝
周
辺
の
観
光
力
向
上

に
向
け
た
取
り
組
み
の
一
環
と
し

て
、
今
年
の
５
月
10
日
に
発
足
し

た
観
光
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド

「
関
之
尾
む
か
え
び
と
」。
現
在
ガ

イ
ド
10
人
が
、
観
光
バ
ス
の
乗
客

や
遠
足
の
小
学
生
、
家
族
連
れ
や

グ
ル
ー
プ
で
訪
れ
た
観
光
客
な
ど

へ
関
之
尾
滝
周
辺
の
見
ど
こ
ろ
や

歴
史
、
伝
説
な
ど
を
お
も
て
な
し

の
心
で
説
明
し
て
い
ま
す
。

ジ
オ
パ
ー
ク

発
掘
調
査
隊

EVENTS環 霧 情 報

環霧島

環霧島教育長会議を設置
第５回環霧島会議
第５回環霧島会議が10月25日に曽於市財部町で
開かれました。各市長、議長、関係職員が出席し
た午前中の会議では、環霧島会議教育長会議の設
置が承認され、役員改選では会長に前田終止霧島
市長、副会長に長峯誠都城市長が再任されました。
その後、防災、環境、観光部門などについての
協議をしました。防災専門部会では防災訓練体制
の整備のための無線設置、霧島山での山岳遭難に
ついての連絡会の設置。環境専門部会では霧島山
の生態系に深刻な被害をもたらしているシカの食
害。観光専門部会からは観光客や修学旅行の誘致、
JR沿線駅の活性化のための商品開発などについて
の協議がありました。
午後からは各市町の郷土芸能の発表があり、都
城市の安

やっ

久
さ

節
ぶし

保存会、えびの市の水
つ

流
る

神楽保存会、
霧島市からは清

きよ

水
みず

田の神舞保存会などが出演しま
した。

❶甌穴群
❷関之尾滝
❸関之尾むかえびと

❶

❷

❸

加盟市町の郷土芸能
を披露（清水田の神
舞保存会：国分）

年
間
を
通
じ
て
出
回
っ
て
い
る
ホ
ウ
レ
ン

ソ
ウ
で
す
が
、
冬
は
寒
さ
の
影
響
で
お
い
し

さ
が
増
し
ま
す
。

牧
園
町
下
中
津
川
の
木
佐
貫
輝
男
さ
ん
は

妻
の
勝
江
さ
ん
と
一
緒
に
、
ホ
ウ
レ
ン
ソ
ウ

の
ほ
か
オ
ク
ラ
や
ニ
ン
ジ
ン
な
ど
年
間
約
20

種
類
の
野
菜
を
栽
培
し
、
牧
園
福
祉
特
産
物

販
売
所
に
出
荷
し
て
い
ま
す
。

ホ
ウ
レ
ン
ソ
ウ
は
暑
さ
に
弱
い
た
め
夏
が

過
ぎ
て
か
ら
種
を
ま
き
、
約
半
月
後
に
間
引

き
を
し
、
１
か
月
ほ
ど
で
収
穫
で
き
る
よ
う

に
な
り
ま
す
。
木
佐
貫
さ
ん
は
そ
れ
か
ら
ま

た
新
た
に
種
を
ま
き
、
４
月
ご
ろ
ま
で
出
荷

で
き
る
よ
う
に
繰
り
返
し
ま
す
。

新
鮮
な
野
菜
を
店
頭
に
並
べ
る
た
め
に
収

穫
作
業
を
朝
暗
い
う
ち
に
す
る
こ
と
も
あ
り

ま
す
。
今
年
腰
の
手
術
を
し
た
ば
か
り
だ
と

い
う
木
佐
貫
さ
ん
は
、
な
か
な
か
体
が
思
う

よ
う
に
動
か
な
い
こ
と
も
あ
る
と
言
い
ま
す
。

そ
れ
で
も
作
り
続
け
る
理
由
を
「
野
菜
作
り

は
試
行
錯
誤
の
繰
り
返
し
。
う
ま
く
で
き
れ

ば
達
成
感
が
あ
る
し
、
消
費
者
の
皆
さ
ん
に

喜
ば
れ
る
の
も
励
み
に
な
る
か
ら
で
す
」
と

話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

寒
い
冬
、
栄
養
た
っ
ぷ
り
の
ほ
う
れ
ん
そ

う
ス
ー
プ
で
芯し

ん

か
ら
温
ま
っ
て
く
だ
さ
い
。

緑黄色野菜。免疫力を高め
るカロテンを多く含み、鉄分
も豊富で、その吸収を助け
るビタミンＣも多い。動物性
たんぱく質と一緒にとると
吸収率アップ。血液をつくる
作用のある葉酸も含み貧血
予防に役立ちます。

木佐貫輝男さん（69）

勝江さん（65）

◎牧園町下中津川

〈材料（２人分）〉	 	
ホウレンソウ1/2束、カボチャ（大きく角切りにしたもの）
5 ～ 6個、牛乳200cc、鶏がらスープのもと小さじ1、塩・
コショウ少々

〈作り方〉		
① 約５㎝角に切ったカボチャを下ゆでしておく。
②  水200ccを沸騰させ、鶏がらスープを入れる。下ゆでし

たカボチャを入れやわらかくなったら、牛乳を加え、塩・
コショウで味を調整する。

③  ②に３㎝幅に切ったホウレンソウを加えてひと煮立ちし
たらできあがり。

※  ベーコンやカブなど冷蔵庫にあるものを入れてもよい。
※ 生クリームを加えたらコクが出ます。

ピシレ

ホウレンソウ

素
材
の

お
い
し
さ
を
味
わ
う

簡
単
ほ
う
れ
ん
そ
う
ス
ー
プ
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考
え
る
力
を
身
に
つ
け
る
こ
と

そ
れ
が
野
球
を
う
ま
く
す
る

「
一
歩
一
歩
、
継
続
す
る
こ
と
が
大
切
」と
繰

り
返
し
熱
く
語
る
岡
留
浩ひ

ろ

紀の
り

さ
ん
。
今
年
、
埼

玉
西
武
ラ
イ
オ
ン
ズ
に
ド
ラ
フ
ト
会
議
で
２
位

指
名
さ
れ
た
美
沢
将ま

さ
る

選
手
と
、
一
昨
年
同
球
団

に
入
団
し
た
藤
原
良
平
選
手
を
育
て
た
第
一
工

業
大
学
野
球
部
の
監
督
で
す
。
地
方
の
大
学
か

ら
二
人
の
プ
ロ
野
球
選
手
が
誕
生
し
ま
し
た
。

岡
留
さ
ん
は
国
分
小
軟
式
野
球
ス
ポ
ー
ツ
少

年
団
で
４
年
生
か
ら
野
球
を
始
め
、
中
学
、
高

校
、
大
学
と
野
球
を
続
け
て
き
ま
し
た
。
国
分

高
校
野
球
部
で
一
緒
に
プ
レ
ー
を
し
て
い
た
同

級
生
の
内
野
伸
二
さ
ん
は
、
岡
留
監
督
に
つ
い

て
「
野
球
技
術
の
レ
ベ
ル
は
一
緒
で
し
た
。
で

も
彼
は
私
た
ち
が
何
を
言
っ
て
る
ん
だ
と
あ
き

れ
る
く
ら
い
、
一
つ
も
二
つ
も
そ
れ
以
上
に
高

い
理
想
を
語
っ
て
い
ま
し
た
」
と
話
し
ま
す
。

高
校
卒
業
後
は
中
央
大
学
に
進
み
、
王
貞
治

さ
ん
を
育
て
た
宮
井
勝
成
監
督
に
出
会
い
ま
す
。

宮
井
監
督
に
指
導
者
と
し
て
の
夢
を
相
談
し
た

と
き
「
留ど

め

（
岡
留
）
は
お
お
ら
か
さ
で
勝
負
し

ろ
」
と
言
わ
れ
た
そ
う
で
す
。
以
来
厳
し
さ
で

は
な
く
「
お
お
ら
か
さ
」
と
い
う
言
葉
を
胸
に

指
導
を
し
て
き
ま
し
た
。
そ
の
後
、
喜
界
高
校

や
国
分
中
央
高
校
な
ど
で
野
球
部
を
指
導
、
平

成
12
年
に
縁
あ
っ
て
第
一
工
業
大
学
の
監
督
に

就
任
し
ま
し
た
。

キ
ャ
プ
テ
ン
の
厚あ

つ

ヶが

瀬せ

龍
介
さ
ん
は
「
監
督

は
明
る
く
て
や
さ
し
い
で
す
。
も
っ
と
厳
し
く

し
て
も
ら
っ
て
も
い
い
の
で
す
が
」と
話
し
ま
す
。

現
在
部
員
は
約
60
人
。
練
習
環
境
は
決
し
て
恵

ま
れ
て
は
い
ま
せ
ん
。
整
地
さ
れ
た
野
球
場
と

違
い
、
野
原
の
よ
う
な
グ
ラ
ウ
ン
ド
、
し
か
も

軟
式
野
球
部
と
一
緒
の
た
め
週
４
日
し
か
グ
ラ

（37歳）岡留浩紀さん Profile

埼玉西武ライオンズからドラフト会議で２位指
名を受けた美沢将選手（右から２番目）

THE SCENE

霧島に生きる

昭和47年生まれ。国分出身。小学校４年生で国
分小軟式野球スポーツ少年団に入団。中学生の
ときに約２年間、鹿屋市立第一鹿屋中学校に転
校。その後、国分中学校、国分高校、中央大学で
野球を続ける。現在妻のさおりさんと二人暮らし。

ウ
ン
ド
を
使
っ
て
の
練
習
は
で
き
ま
せ
ん
。
そ

ん
な
中
で
も
部
員
た
ち
は
黙
黙
と
練
習
に
励
ん

で
い
ま
す
。

野
球
を
通
じ
た
人
間
教
育

「
ど
う
い
う
指
導
を
し
て
い
る
の
か
と
聞
か

れ
ま
す
が
、
特
別
な
こ
と
を
し
て
い
る
わ
け
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
た
だ
、
藤
原
君
や
美
沢
君
ら

を
見
て
、
愚
痴
を
言
わ
ず
、
日
ご
ろ
か
ら
一
歩

一
歩
、
練
習
を
積
み
重
ね
る
こ
と
が
大
切
だ
と

改
め
て
確
信
し
ま
し
た
。
あ
い
さ
つ
、
グ
ラ
ウ

ン
ド
で
の
目
配
り
、
気
配
り
が
で
き
、
教
え
ら

れ
る
の
で
は
な
く
、
自
分
で
考
え
ら
れ
る
よ
う

に
な
る
こ
と
で
野
球
は
上
達
し
ま
す
。
そ
し
て

自
然
、
人
、
食
な
ど
の
豊
か
な
風
土
が
あ
る
霧

島
で
、
野
球
技
術
の
向
上
よ
り
も
人
と
の
出
会

い
を
大
切
に
し
、
生
き
る
力
、
社
会
に
出
て
も

強
く
生
き
て
い
け
る
人
間
に
な
っ
て
ほ
し
い
」

と
話
す
岡
留
監
督
。
た
だ
強
け
れ
ば
い
い
と
い

う
だ
け
で
は
な
い
監
督
の
指
導
姿
勢
が
、
今
後

の
第
一
工
業
大
学
野
球
部
の
活
躍
を
予
感
さ
せ

ま
す
。
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登録用紙は事務局（環境衛生課および
各総合支所環境担当課）または

こどもエコクラブホームページから

や
リ
サ
イ
ク
ル
活
動
な
ど
子
ど
も

た
ち
の
間
で
も
エ
コ
活
動
の
輪
が

広
が
っ
て
い
ま
す
。

環
境
省
で
も
、
子
ど
も
た
ち
の

エ
コ
活
動
を
応
援
し
て
い
ま
す
。

そ
の
一
つ
が
「
こ
ど
も
エ
コ
ク
ラ

●❼

地
球
の
環
境
が
問
題
視
さ
れ
る

中
、
エ
コ
活
動
に
取
り
組
む
人
が

増
え
て
い
ま
す
。
そ
れ
は
、
子
ど

も
た
ち
も
一
緒
で
す
。市
内
の
小
・

中
学
校
で
は
授
業
な
ど
に
環
境
問

題
を
取
り
入
れ
、
緑
の
カ
ー
テ
ン

ブ
」
で
す
。

こ
ど
も
エ
コ
ク
ラ
ブ

「
こ
ど
も
エ
コ
ク
ラ
ブ
」は
、
幼

児
か
ら
高
校
生
ま
で
を
対
象
に
、

２
人
以
上
の
仲
間
と
、
活
動
を
サ

ポ
ー
ト
し
て
く
れ
る
大
人
が
い
れ

ば
誰
で
も
参
加
で
き
る
環
境
活
動

ク
ラ
ブ
で
す
。
ク
ラ
ブ
に
登
録
す

る
と
、
活
動
に
役
立
つ
情
報
や
全

国
各
地
の
ク
ラ
ブ
会
員
の
活
動
報

告
書
な
ど
が
も
ら
え
ま
す
。

活
動
内
容
は
自
然
観
察
や
リ
サ

イ
ク
ル
活
動
な
ど
、
身
近
で
で
き

る
地
球
に
優
し
い
活
動
で
あ
れ
ば

取
り
組
み
は
自
由
で
、
家
族
や
友

だ
ち
、
ク
ラ
ス
メ
イ
ト
な
ど
、
ど

ん
な
形
態
で
も
参
加
で
き
る
の

で
、
簡
単
に
エ
コ
活
動
に
取
り
組

め
る
と
あ
っ
て
、
昨
年
は
県
内
で

92
ク
ラ
ブ
、
２
２
８
５
人
が
参
加

し
ま
し
た
。

エ
コ
が
ん
ば
っ
て
ま
す

市
内
に
も
こ
ど
も
エ
コ
ク
ラ
ブ

に
参
加
し
て
い
る
子
ど
も
た
ち
が

い
ま
す
。
そ
の
一
つ
が
「
フ
レ
ン

ド
ｅ
ｃ
ｏ
」
で
す
。
日
当
山
小
学

校
３
年
生
の
乗の

り

峯み
ね

良
輔
君
が
妹
や

エ
コ
に
興
味
を
持
っ
て
い
た
同
級

生
の
森
祐
太
君
と
そ
の
妹
た
ち
を

子どもにできる
エコ活動

誘
い
子
ど
も
５
人
と
サ
ポ
ー
タ
ー

に
良
輔
君
の
両
親
が
入
り
、
昨
年

か
ら
参
加
し
て
い
ま
す
。

「
こ
ど
も
エ
コ
ク
ラ
ブ
」に
入
っ

た
き
っ
か
け
は
、
良
輔
君
が
家
族

と
環
境
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
し
た
と

き「
こ
ど
も
エ
コ
ク
ラ
ブ
」の
活
動

を
知
り「
い
ろ
ん
な
エ
コ
活
動
が

で
き
る
の
で
は
」
と
思
い
参
加
を

希
望
。今
年
は「
こ
ど
も
エ
コ
ク
ラ

ブ
」か
ら
の
活
動
情
報
で
ペ
ッ
ト

ボ
ト
ル
の
キ
ャ
ッ
プ
で
世
界
の
子

ど
も
に
ワ
ク
チ
ン
を
送
る
こ
と

が
で
き
る
こ
と
を
知
り
、
教
室
に

キ
ャ
ッ
プ
を
回
収
す
る
た
め
の
ポ

ス
ト
を
設
置
。
ク
ラ
ス
メ
イ
ト
に

協
力
を
呼
び
か
け
、
現
在
２
０
０

０
個
以
上
の
キ
ャ
ッ
プ
が
集
ま
り

ま
し
た
。

良
輔
君
が
エ
コ
に
興
味
を
持
っ

「フレンドeco」のメンバー（左から乗峯良輔君、森祐太君、森文音さん、乗峯志保さん。
ほかに5歳の森清香さんもメンバー）

取材を終えて
　良輔君や森君などには、感心させ
られることばかりでした。小学１年で
地球の環境のために何かできないか
とグループを作ったり、ポスターを
作ったり。私が小学生のときに地球
環境のことなんか考えたことはあり
ませんでした。脱帽です。今回は子
どものエコ活動を紹介しました。子
どもにできるということは、もちろん
大人にもできます。皆さんも身近に
できるエコ活動を始めてみませんか。

た
の
は
小
学
校
１
年
生
の
と
き
、

地
球
温
暖
化
特
集
の
テ
レ
ビ
番
組

を
観
た
こ
と
が
き
っ
か
け
で
し

た
。
そ
の
と
き
「
地
球
が
か
わ
い

そ
う
」
と
思
い
、
お
母
さ
ん
の
理

佳
さ
ん
に
「
僕
に
も
何
か
で
き
な

い
？
」と
相
談
。
理
佳
さ
ん
は「
ま

ず
は
家
の
無
駄
な
電
気
を
消
し
て

み
よ
う
」
と
ア
ド
バ
イ
ス
。
良
輔

君
は
「
そ
ん
な
こ
と
が
地
球
の
た

め
に
な
る
ん
だ
」
と
エ
コ
活
動
に

興
味
を
持
ち
ま
す
。
活
動
は
家
だ

け
に
は
と
ど
ま
ら
ず
、
１
年
生
の

と
き
に
学
校
で
エ
コ
グ
ル
ー
プ
を

立
ち
上
げ
、
休
み
時
間
に
教
室
の

電
気
を
消
し
た
り
、
水
道
の
蛇
口

が
閉
ま
っ
て
い
る
か
点
検
し
た

り
、
下
校
時
に
は
ご
み
を
拾
っ
て

帰
る
な
ど
活
動
を
展
開
。
そ
ん
な

良
輔
君
た
ち
の
姿
に
触
発
さ
れ
、

最
初
は
ク
ラ
ス
メ
イ
ト
５
人
で
始

め
た
エ
コ
グ
ル
ー
プ
も
今
で
は
14

人
に
ま
で
増
え
、
活
動
の
幅
を
広

げ
て
い
ま
す
。

良
輔
君
は
「
み
ん
な
が
協
力
し

て
く
れ
る
か
ら
い
ろ
ん
な
活
動
が

で
き
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
活
動
の

輪
を
広
げ
、
も
っ
と
た
く
さ
ん
の

人
に
環
境
の
こ
と
を
知
っ
て
も
ら

い
た
い
で
す
」
と
意
欲
を
燃
や
し

て
い
ま
し
た
。
将
来
の
夢
は
「
建

子どもたちにエコ活動の機会を与えるために
学校や家庭などでもこどものエコ活動に取り組むところが増えています。
環境省でも子どもが気軽にエコ活動に参加できるようにと
「こどもエコクラブ」を推進し、エコの輪を広げています。

物
な
ど
が
リ
サ
イ
ク
ル
し
て
で
き

た
エ
コ
タ
ウ
ン
を
造
る
こ
と
」
と

話
す
良
輔
君
。
そ
の
目
は
希
望
に

輝
い
て
い
ま
し
た
。

「
こ
ど
も
エ
コ
ク
ラ
ブ
」
は
、

子
ど
も
の
エ
コ
活
動
を
応
援
し
て

い
ま
す
。
ぜ
ひ
、
身
近
な
エ
コ
を

感
じ
て
み
て
く
だ
さ
い
。

◎�

問
い
合
わ
せ
先
＝
環
境
衛
生
課

環
境
保
全
グ
ル
ー
プ
☎（
64
）０

９
５
０

良輔君が１年生のときにつくったポスター

市のこどもエコクラブ事務局（環境
衛生課および各総合支所環境担当課）
に登録用紙を提出。

など

ほか
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C ulture ◎こども絵画展

霧
島
市

男
女
共
同
参
画
フ
ォ
ー
ラ
ム

身
近
に
男
女
共
同
参
画
を
考
え

る
機
会
と
す
る
た
め
、
ト
ー
ク

セ
ッ
シ
ョ
ン
お
よ
び
「
行
列
の
で

き
る
法
律
相
談
所
」
で
お
な
じ
み

の
住
田
裕
子
弁
護
士
に
よ
る
講
演

会
を
開
催
し
ま
す
。〈
入
場
無
料
〉 

◦�

日
時
＝
１
月
23
日（
土
）午
後
１

時
30
分
開
場
、
２
時
開
演

◦�

場
所
＝
国
分
シ
ビ
ッ
ク
セ
ン

タ
ー
２
階
多
目
的
ホ
ー
ル

●
ト
ー
ク
セ
ッ
シ
ョ
ン

◦�

テ
ー
マ
＝
「
認
め
合
う
・
支
え

合
う
」

◦�

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
＝
河
原
晶

子
さ
ん
（
志
學
館
大
学
法
学
部

長
）

◦�

ゲ
ス
ト
＝
平
田
登
基
男
さ
ん

（
鹿
児
島
工
業
高
等
専
門
学
校

名
誉
教
授
）、
平
田
紀
子
さ
ん

（
隼
人
草
の
根
の
会
）

●
講
演

◦�

講
師
＝
住
田
裕
子
さ
ん
（
弁
護

士
）

◦�

演
題
＝
「
変
革
期
の
今
…
、
人
、

意
識
、
ど
う
変
わ
る
」

◦�

手
話
通
訳
＝
あ
り

◦�

託
児
＝
事
前
申
し
込
み
が
必
要

（
２
歳
児
～
小
学
校
２
年
生
）

◦�

募
集
人
員
＝
約
３
０
０
人

◦�

申
込
方
法
＝
往
復
は
が
き
に
よ

る
申
し
込
み
（
は
が
き
１
枚
に

つ
き
３
人
ま
で
）
と
し
、
定
員

を
超
え
た
場
合
は
抽
選

◦�

申
込
締
切
＝
１
月
８
日（
金
）必

着
◦�

抽
選
結
果
＝
１
月
12
日（
火
）以

降
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

◎ 

問
い
合
わ
せ
先
＝
企
画
政
策
課

男
女
共
同
参
画
推
進
グ
ル
ー
プ

☎（
64
）０
９
１
４

男
女
共
同
参
画
社
会
と
は

男
性
も
女
性
も
す
べ
て
の
個
人

が
、
互
い
に
そ
の
人
権
を
尊
重
し
、

喜
び
も
責
任
も
分
か
ち
合
い
、
性

別
に
か
か
わ
り
な
く
そ
の
個
性
と

能
力
を
十
分
発
揮
で
き
る
社
会
、

そ
れ
が
男
女
共
同
参
画
社
会
で
す
。

男
女
共
同
参
画
社
会
の
実
現
の

た
め
に
は
、
一
人
一
人
が
、
こ
の

こ
と
に
つ
い
て
考
え
、
実
際
に
行

動
し
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

「
女（
ひ
と
）と
男（
ひ
と
）が
認
め

合
い
支
え
合
う
共
に
輝
く
ま
ち 

霧
島
」
に
向
け
て
、
身
近
な
こ
と

か
ら
見
直
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

こ
ど
も
絵
画
展

｢

わ
た
し
た
ち
の
霧
島
市｣

を

テ
ー
マ
と
し
た
こ
ど
も
絵
画
展
に
、

市
内
の
園
児
お
よ
び
小
・
中
学
生

か
ら
７
１
６
点
の
作
品
応
募
が
あ

り
、
厳
正
な
審
査
の
結
果
選
ば
れ

た
84
点
の
入
選
作
品
が
教
育
委
員

会
各
出
張
所
な
ど
で
展
示
さ
れ
ま

し
た
。
展
示
期
間
中
は
、
た
く
さ

ん
の
方
々
が
会
場
を
訪
れ
、
子
ど

も
た
ち
の
作
品
を
鑑
賞
し
、
身
近

な
芸
術
に
親
し
ん
で
い
ま
し
た
。

特
別
賞
入
賞
者
は
次
の
と
お
り

で
す
。（
敬
称
略
）

◦
霧
島
市
長
賞

盛
田
彩
乃

（
日
当
山
中
学
校
１
年
）

◦
霧
島
市
議
会
議
長
賞

く
り
し
た
ぜ
ん
た
ろ
う

（
大
窪
保
育
園
）

◦ 

霧
島
市
教
育
委
員
会
教
育
長
賞

新
佐
枝
海
成

（
福
山
小
学
校
１
年
）

◦
霧
島
市
文
化
協
会
賞

奥
侑
香

（
福
山
小
学
校
４
年
）

◦
霧
島
市
美
術
協
会
賞

佛
山
詩
織

（
国
分
南
小
学
校
５
年
）

◦
奨
励
賞
（
13
人
）　

え
と
う
せ
い
た
、
い
し
は
ら
ゆ

い
、
に
し
ぞ
の
ら
ん
、
つ
ま
が

り
ひ
な
、
福
吉
将
、
池
之
平
政

宗
、
傳
住
龍
平
、
脇
田
妃
佳
梨
、

荻
原
心
、
濵
﨑
海
聡
、
古
賀
有

里
加
、
塩
田
茉
央
、
福
永
実
穂

◦
金
賞
（
13
人
）

え
ぐ
ち
こ
う
や
、
な
か
ど
う
ぞ

の
ゆ
う
ひ
、
く
ぼ
わ
く
あ
す
み
、

も
り
け
い
と
、
北
野
礼
士
、
中

尾
田
瑛
二
、
山
下
慶
大
、
地
主

園
蓮
、
上
村
健
士
郎
、
冷
水
達

希
、
引
地
秀
佳
、
小
松
礼
、
末

永
祐
磨

◎
霧
島
市
長
賞

盛
田
彩
乃

（
日
当
山
中
学
校
１
年
）

・
題
名
「
姉
妹
」

◎
霧
島
市
議
会
議
長
賞

く
り
し
た
ぜ
ん
た
ろ
う

（
大
窪
保
育
園
）

・ 

題
名
「
お
と
う
さ
ん
と
ド
ラ

イ
ブ
」

C ore・yoka ◎コア・よか

市
民
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

「
コ
ア･

よ
か
」
の
ご
案
内

市
民
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
「
コ

ア
・
よ
か
」
の
窓
口
は
、
年
末
年

始
を
除
く
毎
日
午
後
７
時
ま
で
開

所
し
て
お
り
、
午
後
５
時
以
降
や

土
日
に
も
多
く
の
市
民
の
皆
さ
ん

に
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
子
育
て
支
援
の
た
め
の

フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

や
介
護
相
談
（
地
域
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
）
の
ほ
か
、
会
議
室
の
貸

し
出
し
も
し
て
い
ま
す
。
ど
う
ぞ

お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

◦�

取
扱
時
間
＝
毎
日
午
前
10
時
～

午
後
７
時 

（
会
議
室
は
午
後
９

時
ま
で
）

※ 

年
末
年
始
（
12
月
29
日
～
１
月

３
日
）
を
除
き
年
中
無
休

※ 

霧
島
市
民
の
パ
ス
ポ
ー
ト
手
続

き
に
つ
い
て
は
、
か
ご
し
ま
県

民
交
流
セ
ン
タ
ー
を
は
じ
め
と

す
る
県
の
旅
券
窓
口
で
は
、
原

則
と
し
て
利
用
で
き
ま
せ
ん
。

市
民
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
へ
お

越
し
く
だ
さ
い
。

◎�

問
い
合
わ
せ
先
＝
市
民
サ
ー
ビ

ス
セ
ン
タ
ー
窓
口
☎（
46
）１
３

３
７

相
続
人
代
表
者
の
指
定

固
定
資
産
の
所
有
者
が
亡
く
な

ら
れ
た
場
合
は
、「
相
続
人
代
表

者
申
告
書
」
の
提
出
を
お
願
い
し

ま
す
。

こ
れ
は
遺
産
相
続
が
行
わ
れ
る

ま
で
の
間
、
納
税
の
管
理
を
す
る

方
を
指
定
し
て
い
た
だ
く
届
け
出

に
な
り
ま
す
。
ま
だ
提
出
さ
れ
て

い
な
い
方
は
お
早
め
の
届
け
出
を

お
願
い
し
ま
す
。

届
け
出
が
な
い
場
合
は
、
相
続

人
の
う
ち
、
お
一
人
に
納
付
書
を

送
付
し
ま
す
の
で
、
あ
ら
か
じ
め

ご
了
承
く
だ
さ
い
。

※ 

相
続
人
代
表
者
を
変
更
さ
れ
る

場
合
は
「
相
続
人
代
表
者
変
更

申
告
書
」
を
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。

◎�

提
出
・
問
い
合
わ
せ
先
＝
税
務

課
固
定
資
産
税
グ
ル
ー
プ
☎

（
45
）５
１
１
１
・
各
総
合
支
所

地
域
振
興
課

平
成
22
年
度
償
却
資
産
の

申
告
に
つ
い
て

事
業
を
行
っ
て
い
る
方
は
、
毎

年
１
月
１
日
現
在
の
償
却
資
産
の

状
況
を
、
そ
の
資
産
が
所
在
す
る

市
町
村
へ
申
告
し
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。

今
年
度
申
告
さ
れ
た
方
に
は
、

平
成
21
年
度
分
の
資
産
状
況
を
記

載
し
た
平
成
22
年
度
の
申
告
書
を

送
付
し
ま
す
。
内
容
を
確
認
の
上
、

申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

新
規
事
業
者
、
も
し
く
は
初
め

て
申
告
を
さ
れ
る
方
は
、
下
記
の

提
出
先
に
申
告
様
式
を
請
求
し
て

く
だ
さ
い
。

●
償
却
資
産
と
は

・ 

会
社
や
個
人
で
事
業
を
し
て
い

る
方
が
、
そ
の
事
業
経
営
の
た

め
に
用
い
て
い
る
土
地
・
家
屋

以
外
の
事
業
用
資
産
を
い
い
ま

す
。

●�

共
同
住
宅
を
所
有
さ
れ
て
い
る

方
の
償
却
資
産
申
告
に
つ
い
て

・ 

ア
パ
ー
ト
や
マ
ン
シ
ョ
ン
を
所

有
し
、
不
動
産
事
業
を
さ
れ
て

い
る
方
も
申
告
が
必
要
と
な
り

ま
す
。
事
業
用
資
産
を
所
有
さ

れ
て
い
る
場
合
は
申
告
し
て
く

だ
さ
い
。

◦�

申
告
書
提
出
期
限
＝
平
成
22
年

２
月
１
日（
月
）

◦�

提
出
書
類

・ 

償
却
資
産
申
告
書
（
明
細
書
を

含
む
）

・
リ
ー
ス
資
産
申
告
書

◎ 

提
出
・
問
い
合
わ
せ
先
＝
税
務

課
固
定
資
産
税
グ
ル
ー
プ
☎

（
45
）５
１
１
１
・
各
総
合
支
所

地
域
振
興
課

T ax ◎税務情報

構築物

駐車場工事・フェンス・側溝・
外灯・物置・ごみ置場・自
転車置場・緑化設備・看板・
受変電設備・屋外の給排水
設備・屋外のガス設備

備　品
集合郵便受・事業者所有の
エアコン

◎主な共同住宅の資産

① 証明書等発行業務
住民基本台帳関係 住民票《全員・個人》

戸籍関係 全部事項証明(戸籍謄本)《現在戸籍のみ》
個人事項証明(戸籍抄本)《現在戸籍のみ》

印鑑登録関係 印鑑証明、印鑑登録申請（本人申請の
み）、新規カード発行（本人申請のみ）

税証明関係

市県民税 所得証明、課税証明、所得課
税証明《個人・世帯》

納税証明 市県民税、軽自動車税《車検
用》、国保税《確定申告用》

② パスポート窓口業務  
申請から受領までは､ 土日・祝日・振替休日・年末年始を
除いて10日かかります。

パスポートの申請
平日（月～金 ただし、祝日、振替休日、
年末年始は除く）
午前 10 時～午後 4 時 30 分

パスポートの受領 毎日（年末年始を除く）
午前 10 時～午後 7 時

③ 税金などの収納業務
納付書を持参いただいた方に限ります。市民サービス
センターでの納付書の再発行はできません。

市県民税《普通徴収》､ 軽自動車税､ 固定資産税･都市計画
税､ 国民健康保険税､ 介護保険料《普通徴収》、後期高齢
者医療保険料《普通徴収》､ 保育料(保育所負担金)､ 養護
老人ホーム入所者負担金(社会福祉費負担金)､ 市営住宅
使用料､ 公共下水道受益者負担金､ 公立幼稚園保育料､ 交
通災害共済掛金

◎市民サービスセンター窓口の取扱業務

※ ｢鹿児島県収入証紙｣ を販売しています。（事前にご連絡ください）

この面には何も
書かないで
ください。【

往
信
面
】

【
返
信
面
】

男女共同参画
フォーラム
参加希望

【託児を希望される場合】
お子さんの氏名 ○○○○
お子さんの年齢 ○歳○か月

住所　〒 899-○○○○
　　　霧島市○○○○○
氏名　○○○○
参加人数　○人
連絡先電話番号　
　　　○○ - ○○○○

ご
自
宅
住
所

ご
自
分
の
氏
名

〒899-○○○○
郵便往復はがき

〒899-4394
郵便往復はがき

霧
島
市
企
画
政
策
課
行

霧
島
市
国
分
中
央
三
丁
目

四
五-

一

＜記入例＞

G ender equality ◎男女共同参画
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日
本
人
の
「
２
人
に
１
人
」
は
が
ん
に
な

り
、「
３
人
に
１
人
」
は
が
ん
で
亡
く
な
っ

て
い
る
現
在
、
が
ん
は
身
近
な
病
気
と
な
っ

て
き
ま
し
た
。
が
ん
は
怖
い
病
気
だ
と
思
わ

れ
る
大
き
な
原
因
に
「
痛
み
」
が
あ
り
ま
す
。

昔
か
ら
日
本
人
の
間
で
は
「
我
慢
は
美
徳
」

と
さ
れ
、
あ
る
民
間
の
調
査
に
よ
る
と
、
が

ん
疼と

う

痛つ
う

治
療
を
受
け
て
い
る
患
者
の
約
58
㌫

は
「
痛
み
は
我
慢
す
る
も
の
」
と
回
答
し
て

い
ま
す
。
確
か
に
が
ん
に
よ
る
痛
み
は
一
日

中
続
く
痛
み
で
あ
り
、
中
に
は
耐
え
難
い
も

の
も
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
今
で
は
そ
の
痛

み
を
ほ
と
ん
ど
取
り
除
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

痛
み
は
ど
の
よ
う
に
と
る
の
で
し
ょ
う
？

痛
み
の
程
度
や
性
質
は
人
に
よ
り
さ
ま
ざ

ま
で
す
。
そ
の
痛
み
を
取
る
方
法
と
し
て
お

薬
・
手
術
・
放
射
線
・
硬
膜
外
ブ
ロ
ッ
ク
な

ど
の
麻
酔
を
用
い
ま
す
が
、中
で
も
「
お
薬
」

を
使
用
す
る
こ
と
が
一
般
的
で
す
。
適
切
に

痛
み
を
と
る
お
薬
の
使
用
方
法
と
し
て
Ｗ
Ｈ

Ｏ
（
世
界
保
健
機
関
）
が
提
唱
す
る
「
３
段

階
が
ん
除
痛
ラ
ダ
ー
」
と
い
う
も
の
が
あ
り

ま
す
。
こ
れ
は
痛
み
の
強
さ
に
応
じ
て
３
段

階
で
痛
み
止
め
を
使
用
し
て
痛
み
を
と
っ
て

い
く
も
の
で
す
。
そ
の
中
で
医
療
用
麻
薬
が

用
い
ら
れ
ま
す
。
医
療
用
麻
薬
の
代
表
的
な

も
の
と
し
て
モ
ル
ヒ
ネ
が
あ
り
ま
す
。
モ
ル

ヒ
ネ
と
聞
い
た
だ
け
で
何
か
怖
い
イ
メ
ー
ジ

が
あ
る
人
が
多
い
と
思
い
ま
す
が
、
医
療
用

麻
薬
は
長
年
の
使
用
経
験
に
よ
り
安
全
か
つ

有
効
に
使
用
で
き
る
よ
う
に
認
め
ら
れ
た
も

の
で
非
常
に
効
果
的
で
す
。

怖
い
イ
メ
ー
ジ
と
誤
解

ま
ず
、
怖
い
イ
メ
ー
ジ
の
一
つ
に
中
毒
に

な
る
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が
あ
り
ま
す
。
痛
み

の
あ
る
人
が
適
切
に
医
療
用
麻
薬
を
使
用
す

る
と
、
中
毒
を
起
こ
す
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

最
近
の
研
究
で
も
慢
性
の
痛
み
が
あ
る
状
況

で
は
、
精
神
依
存
を
形
成
し
な
い
こ
と
が
解

明
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
海
外
で
は
帯た

い

状じ
ょ
う

疱ほ
う

疹し
ん

後
の
慢
性
的
な
痛
み
な
ど
に
対
し
て
も
モ

ル
ヒ
ネ
が
使
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
つ
ま
り
、

が
ん
が
あ
っ
て
も
な
く
て
も
痛
み
が
続
く
状

況
で
は
、
医
療
用
麻
薬
は
安
全
に
使
用
で
き

痛
み
を
取
り
除
く
こ
と
が
で
き
る
の
で
す
。

次
に
、
命
を
縮
め
る
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
。

以
前
は
医
療
用
麻
薬
の
イ
メ
ー
ジ
が
悪
く
末

期
状
態
に
な
っ
て
か
ら
使
用
し
て
い
た
た
め
、

使
用
す
る
期
間
が
短
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
こ

と
か
ら
連
想
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
痛
み
を
我

慢
す
れ
ば
食
欲
も
な
く
な
り
睡
眠
も
と
れ
な

く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
状
況

が
続
く
と
身
体
・
精
神
と
も
に
悪
く
な
っ
て

し
ま
い
ま
す
。
痛
み
を
き
ち
ん
と
と
る
こ
と

で
、
気
力
・
体
力
も
回
復
し
治
療
に
専
念
す

る
こ
と
も
で
き
ま
す
。
そ
し
て
、
普
段
と
変

わ
ら
な
い
生
活
を
送
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

やさしい医療講座
霧島市立医師会医療センター薬剤部

がん薬物療法認定薬剤師・感染制御認定薬剤師／砂田  和幸

M E D I C A L  L E C T U R E

医
療
用
麻
薬

正
し
い
知
識
で
痛
み
の
緩
和

医療用麻薬

医
療
用
麻
薬
の
種
類
と
使
い
方

現
在
医
療
用
麻
薬
に
は
内
服
薬
、
貼
り
薬
、

坐
薬
、
注
射
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
方
の

状
況
に
応
じ
て
適
切
に
使
い
分
け
ま
す
。
日

常
生
活
の
中
で
痛
み
が
続
か
な
い
よ
う
に
す

る
た
め
に
、
時
間
を
決
め
て
定
期
的
に
使
用

し
ま
す
。
突
然
の
痛
み
に
は
、
す
ぐ
に
効
果

の
出
る
速
効
性
の
お
薬
が
使
用
で
き
ま
す
。

医
療
用
麻
薬
の
副
作
用
に
は
、
比
較
的
で

や
す
い
も
の
と
し
て
大
き
く
３
つ
あ
り
ま

す
。
ま
ず
は
眠
気
。
こ
れ
は
飲
み
始
め
や
薬

の
量
が
増
え
た
時
に
出
る
こ
と
が
あ
り
ま
す

が
、
数
日
で
な
く
な
り
ま
す
。
２
つ
目
に
吐

き
気
。
飲
み
始
め
の
２
週
間
く
ら
い
の
期
間

に
あ
り
ま
す
が
、
お
薬
で
予
防
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
３
つ
目
に
便
秘
。
こ
れ
は
腸
の

動
き
が
悪
く
な
る
こ
と
が
原
因
で
す
が
、
お

薬
を
使
用
し
て
い
る
間
は
便
秘
が
続
き
ま
す
。

そ
の
た
め
お
薬
開
始
と
同
時
に
下
剤
を
う
ま

く
使
っ
て
調
節
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

痛
み
に
は
個
人
差
が
あ
り
ま
す

痛
み
は
血
圧
な
ど
の
よ
う
に
数
値
な
ど
で

他
人
に
わ
か
っ
て
も
ら
う
こ
と
が
で
き
ま
せ

ん
。
我
慢
せ
ず
に
伝
え
て
い
た
だ
く
こ
と
が

大
切
で
す
。
ど
こ
が
痛
い
の
か
、
今
の
痛
み

は
ど
の
く
ら
い
の
強
さ
か
、
ど
の
よ
う
な
時

に
痛
く
な
る
の
か
、
ど
の
よ
う
に
痛
む
の

か
（
ズ
キ
ズ
キ
す
る
、
重
苦
し
い
感
じ
、
し

び
れ
る
よ
う
な
な
ど
）
を
伝
え
て
く
だ
さ
い
。

痛
み
は
ご
本
人
に
し
か
わ
か
り
ま
せ
ん
の
で
、

我
慢
せ
ず
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

と
争
い
を
し
て
い
る
と
書
い
て
い
ま
す
。

面
白
い
こ
と
に
、
学
者
の
中
に
は
、
邪
馬

台
国
九
州
説
を
採
っ
て
狗
奴
国
を
熊
襲
の
国

に
当
て
る
人
が
い
ま
す
が
、
宮
崎
県
内
と
し

た
り
、
熊
本
県
内
と
し
た
り
で
、
決
定
的
な

も
の
は
な
い
よ
う
で
す
。

熊
襲
を
討
っ
た
と
い
う
話
は
奈
良
時
代
に

書
か
れ
た
『
古こ

事じ

記き

』『
日に

本ほ
ん

書し
ょ

紀き

』『
風ふ

土ど

記き

』
に
載
っ
て
お
り
、
十
二
代
景け

い

行こ
う

天て
ん

皇の
う

と

そ
の
皇
子
の
段
に
、
ま
た
十
四
代
仲ち

ゅ
う

哀あ
い

天
皇

と
そ
の
后

き
さ
き

神じ
ん

功ぐ
う

皇こ
う

后ご
う

の
段
に
出
て
き
ま
す
。

私
た
ち
に
な
じ
み
の
深
い
の
が
隼
人
町
妙

見
の
熊く

ま

襲そ

の
穴あ

な

に
ま
つ
わ
る
話
。
景
行
天
皇

に
命
じ
ら
れ
て
、
熊
襲
を
討
ち
に
来
た
皇
子

は
女
性
に
変
装
し
て
、
熊
襲
の
首
領
た
ち
が

酒
盛
を
し
て
い
る
所
に
も
ぐ
り
込
み
、
酔
っ

払
っ
た
と
こ
ろ
を
短
刀
で
刺
し
殺
し
た
。
皇

子
は
熊
襲
か
ら
タ
ケ
ル
と
い
う
名
を
も
ら
い

ヤ
マ
ト
タ
ケ
ル
と
名
乗
っ
た
と
い
う
。

で
は
こ
の
話
は
本
当
に
あ
っ
た
こ
と
な

の
か
。
学
者
の
説
に
よ
れ
ば
、
景
行
天
皇

は
、
弥や

よ
い生

時じ

代だ
い

に
い
た
こ
と
に
な
る
そ
う
で

す
。
こ
の
時
代
は
、
卑
弥
呼
の
時
代
で
す
か

ら
、
天
皇
が
い
た
は
ず
が
な
い
し
、
天
皇
制

も
な
か
っ
た
で
し
ょ
う
。
や
は
り
作
り
話
と

し
か
言
い
よ
う
が
な
い
よ
う
に
思
い
ま
す
。

と
は
い
え
、『
古
事
記
』『
日
本
書
紀
』
の

作
者
は
、
熊
襲
の
国
を
ど
こ
辺
り
に
仮
定
し

て
い
る
か
考
え
て
み
る
の
も
面
白
い
と
思
い

ま
せ
ん
か
。

『
古
事
記
』
は
、
九
州
を
筑
紫
国
・
豊
国
・

肥
国
・
熊
曽
国
と
大
雑
把
に
四
つ
に
別わ

け
、

そ
の
南
端
に
熊く

ま

襲そ
の

国く
に

を
設
定
し
て
い
ま
す
。

と
こ
ろ
が
『
日
本
書
紀
』
は
熊
襲
国
お
よ

び
そ
の
周
辺
を
や
や
具
体
的
に
書
い
て
い
る

の
で
す
。
以
下
、
概
略
を
示
し
ま
す
。

景
行
天
皇
の
時
代
、
十
二
年
秋
七
月
、
熊

襲
が
叛そ

む

い
て
貢
物
を
納
め
な
か
っ
た
。
天
皇

は
熊
襲
を
討
つ
た
め
都
を
出
発
。
周す

お
う芳

（
山

口
）
を
経
て
、
九
州
に
入
り
、
豊
前
国
、
碩

お
お
き

田た

（
大
分
）
国
と
巡
っ
て
、

十
一
月
に
日
向
国
に
着
い

た
。
高た

か

屋や
の

宮み
や

と
い
う
仮
宮

を
建
て
、
群
臣
た
ち
と
熊

襲
を
討
つ
軍
議
を
開
い
た
。

襲そ
の

国く
に

に
厚あ

つ

鹿か

文や

と
迮せ

鹿か

文や

と
言
う
熊
襲
の

首
領
が
い
た
。
熊
襲
に
は
二
人
の
娘
が
お
り
、

姉
を
市い

ち

乾ふ

鹿か

文や

、
妹
を
市い

ち

鹿か

文や

と
い
っ
た
。

十
三
年
、
こ
と
ご
と
く
襲
国
を
平
ら
げ
た
。

さ
て
日
向
国
に
来
た
景
行
天
皇
が
建
て
た

高
屋
宮
と
い
う
仮
宮
は
、
熊
襲
を
討
つ
た
め

の
前
線
基
地
の
役
割
を
す
る
場
所
の
よ
う
に

受
け
取
れ
ま
す
。
つ
ま
り
高
屋
宮
が
襲
国
と

の
境
界
で
あ
り
、
そ
こ
を
越
す
と
熊
襲
た
ち

が
住
ん
で
い
る
場
所
で
す
。

『
麑げ

い

藩は
ん

名め
い

勝し
ょ
う

考こ
う

』（
一
七
九
五
年
）
に
は
、

肝き
も

属つ
き

郡ぐ
ん

内う
ち

之の

浦う
ら

郷ご
う

小
串
村
に
、
高た

か

屋や
の

山や
ま
の

上え
の

陵み
さ
さ
ぎと

高
屋
大
明
神
が
在
り
、
そ
こ
の
天
子
山

と
い
う
林
が
こ
の
高
屋
宮
の
址あ

と

だ
と
書
か
れ

て
い
ま
す
。
ま
た
厚
鹿
文
と
迮
鹿
文
、
市
乾

鹿
文
と
市
鹿
文
か
ら
大
隅
半
島
側
の
鹿か

の
や屋

を

思
い
起
こ
す
と
こ
ろ
で
す
が
、『
麑
藩
名
勝

考
』
に
も
「
厚
鹿
文
・
迮
鹿
文
ハ
蓋け

だ

シ
今
ノ

鹿
屋
郷
ニ
因ち

な

ミ
シ
名
ニ
ア
ラ
ム
ヤ
」
と
あ
り

ま
す
。

景
行
天
皇
が
熊
襲
を
討
っ
た
後
の
帰
路
を

見
る
と
、
子こ

湯ゆ
の

県あ
が
た・

夷ひ
な

守も
り

・
諸も

ろ

県か
た

・
熊

く
ま
の

県あ
が
た・

葦あ
し

北き
た

・
火ひ

の

国く
に

の
八や

つ

代し
ろ
の

県あ
が
たと

巡
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
は
宮
崎
南
部
か
ら
熊
本
南
部
の
地

名
と
一
致
し
ま
す
。
ま
る
で
鹿
児
島
県
側
は
、

意
識
し
て
避
け
た
よ
う
に
、
景
行
天
皇
が

通
っ
て
い
ま
せ
ん
。
裏
を
反か

え

せ
ば
、
そ
こ
ら

辺
り
が
、
熊
襲
の
国
の
領
域
に
当
た
る
こ
と

に
な
る
で
し
ょ
う
か
。
た
だ
景
行
天
皇
の
記

事
で
は
、
熊
襲
の
住
む
国
名
を
「
襲
国
」
と

表
記
し
て
い
る
の
が
要
注
意
で
す
。『
書
紀
』

は
、
熊
県
（
球く

磨ま

郡ぐ
ん

付
近
か
）
を
熊
国
に
想

定
し
て
い
る
よ
う
に
も
受
け
取
れ
ま
す
が
。

鹿
児
島
湾
奥
に
は
、
畿き

内な
い

型
の
古
墳
が
見

当
た
り
ま
せ
ん
。
そ
れ
は
大
和
の
文
化
を
受

け
容い

れ
な
か
っ
た
人
々
の
存
在
を
思
わ
せ
ま

す
。
こ
れ
は
古
墳
時
代
の
こ
と
で
す
が
、
そ

れ
以
前
に
起
き
た
他
所
か
ら
の
勢
力
と
在
地

の
有
力
者
と
の
争
い
が
、
熊
襲
を
討
っ
た
話

に
投
影
さ
れ
て
い
る
の
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。

熊
襲
討
伐
は
架
空
の
話
と
し
て
も
、
邪
馬

台
国
論
争
の
再
燃
を
機
に
、
南
九
州
の
古
代

史
を
も
う
一
度
見
直
し
て
み
た
い
気
が
し
ま

す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

文
責
＝
藤

平
成
二
十
一
年
十
一
月
十
一
日
付
け
の
南

日
本
新
聞
に
、
”卑ひ

弥み

呼こ

の
宮
殿
か
“
と
い

う
大
見
出
し
の
記
事
が
掲
載
さ
れ
ま
し
た
。

「
邪
馬
台
国
の
有
力
候
補
地
と
さ
れ
る
奈

良
県
桜
井
市
の
纏ま

き

向む
く

遺い

跡せ
き

で
、
三
世
紀
前
半

と
し
て
は
国
内
最
大
の
建
物
跡
が
見
つ
か
り
、

市
教
育
委
員
会
が
十
日
、
発
表
し
た
。
女
王

卑
弥
呼（
生
年
不
詳
～
二
四
八
年
ご
ろ
）の
時

代
と
重
な
り
、
邪
馬
台
国
畿き

内な
い

説せ
つ

の
専
門
家

は
『
卑
弥
呼
の
宮
殿
で
は
な
い
か
』
と
指
摘
」

と
こ
ろ
で
「
邪
馬
台
国
」
が
、
な
ぜ
そ

れ
ほ
ど
ま
で
に
人
々
の
注

目
を
集
め
る
の
で
し
ょ
う
。

そ
れ
は
「
邪
馬
台
国
」
が

後
の
大や

ま
と和

政
権
の
母
体
と

さ
れ
、
日
本
の
国
の
起
源
に
大
き
く
関
わ
っ

て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
な
の
で
す
。

中
国
の
書
物
『
魏ぎ

志し

倭わ

人じ
ん

伝で
ん

』
に
、「
邪

馬
台
国
に
は
卑
弥
呼
と
い
う
女
王
が
い
た
」

「
景
初
二
年
、
魏
の
国
王
は
、
親し

ん

魏ぎ

倭わ

王お
う

と

彫
っ
た
金
印
を
さ
ず
け
、
銅
鏡
百
枚
な
ど
の

贈
り
物
と
共
に
卑
弥
呼
に
贈
っ
た
」
と
い
っ

た
記
事
が
見
え
ま
す
。

景
初
二
年
は
、
西
暦
二
三
八
年
、
日
本
の

年
代
で
い
え
ば
、
弥
生
時
代
に
当
た
り
ま
す
。

『
倭
人
伝
』
は
、
女
王
卑
弥
呼
の
邪
馬
台

国
の
ほ
か
に
、
邪
馬
台
国
に
属
す
る
国
を
二

十
一
挙
げ
、
そ
の
南
に
「
狗く

奴な

国こ
く

」
と
い
う

国
が
あ
る
。
男
の
王
が
い
る
が
、
邪
馬
台
国

邪や

馬ま

台
た

い

国
こ

く

と
熊

く

ま

襲そ

国
こ

く

※�今回の解説はあくまでも医師の判断と管理の下で、適正な使用をした場合のものです。非合法な麻薬などにつ
いて少量であれば問題がないということではありません。 広報きりしま  2021  Kirishima City Public Relations, 2009.12, Japan
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K irishima Information

り
し
ま
す
く
す
く
子
ど
も
プ
ラ
ン

（
仮
称
）」
を
策
定
中
で
す
。
計
画

の
素
案
へ
の
ご
意
見
を
募
集
し
参

考
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
ご

意
見
へ
の
個
別
回
答
は
し
ま
せ
ん
。

◦�

公
表
（
意
見
受
付
）
期
間
＝
12

月
15
日（
火
）～
平
成
22
年
１
月

14
日（
木
）必
着

◦�

公
表
方
法
＝
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、

国
分
シ
ビ
ッ
ク
セ
ン
タ
ー
情
報

公
開
室
（
４
階
）、
児
童
福
祉
課
、

隼
人
地
域
振
興
課
、
各
総
合
支

所
地
域
振
興
課
、
牧
之
原
支
所
、

コ
ア
・
よ
か
、
地
域
子
育
て
支

援
セ
ン
タ
ー

◦�

提
出
方
法
＝
閲
覧
場
所
に
あ
る

意
見
提
出
用
紙
に
記
入
し
、
郵

送
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
、
ご
意
見
投

書
箱
に
て
提
出
（
メ
ー
ル
可
）

◎�

提
出
・
問
い
合
わ
せ
先
＝
児
童

福
祉
課
子
育
て
支
援
推
進
室

☎（
64
）０
９
９
１
、
℻（
45
）

１
９
０
０
、
メ
ー
ルjidou@

�
city-kirishim

a.jp

か
ご
っ
ま
弁
論
大
会

◦�

期
日
＝
１
月
16
日（
土
）午
後
０

時
30
分
開
場
〈
入
場
無
料
〉

◦�

場
所
＝
霧
島
市
民
会
館

◦�

内
容
＝
か
ご
っ
ま
弁
論
大
会
、

野
口
た
く
お
氏
口
演

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
☎
０
９
９

（
２
２
４
）０
９
９
９
、
℻
０
９

９（
２
２
４
）４
９
９
７
、
〒
８

９
２
︲
０
８
２
１　

鹿
児
島
市

名
山
町
４
︲
３

新
春
書
き
初
め
大
会

◦�

日
時
＝
１
月
10
日（
日
）午
前
９

時
か
ら
（
受
付
＝
午
前
８
時
30

分
）〈
参
加
無
料
〉

◦�

場
所
＝
溝
辺
公
民
館
（
み
そ
め

館
）
２
階
研
修
室

◦�

参
加
資
格
＝
市
内
の
小
・
中
・

高
校
生
、一
般
（
大
学
生
含
む
）

◦�

申
込
期
限
＝
12
月
18
日（
金
）

◎�

問
い
合
わ
せ
先
＝
市
文
化
協
会

溝
辺
支
部
☎（
58
）３
１
９
１

上
床
運
動
公
園
新
春
囲
碁
大
会

◦�

日
時
＝
１
月
23
日（
土
）午
前
９

時
30
分
開
始
（
受
付
＝
午
前
９

時
）

◦�

場
所
＝
溝
辺
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ

ン
タ
ー

◦�

参
加
費
＝
一
人
１
２
０
０
円

（
入
賞
者
賞
、参
加
賞
、昼
食
代
）

◦�

募
集
人
員
＝
32
人
（
先
着
順
）

◦�

申
込
期
限
＝
１
月
15
日（
金
）

◎�

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
＝
溝
辺

上
床
運
動
公
園
☎（
58
）２
４
５

１

●
弁
論
者
を
募
集

◦�

応
募
資
格
＝
「
か
ご
っ
ま
弁
」

を
話
せ
る
人

◦�

応
募
方
法
＝
申
込
用
紙
を
送
付

し
ま
す
の
で
、
観
光
課
ま
で

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
12
月
21
日

（
月
）ま
で
に
郵
送
、
フ
ァ
ッ
ク

ス
で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

◎�

応
募
・
問
い
合
わ
せ
先
＝
観
光

課
☎（
64
）０
８
９
５
、
℻（
64
）

０
９
５
８

青
少
年
海
外
派
遣
事
業

参
加
者
募
集

◦�

訪
問
地
＝
中
国
陝せ

ん

西せ
い

省
銅ど

う

川せ
ん

市

耀よ
う

州し
ゅ
う

区

◦�

対
象
者
＝
市
内
に
居
住
す
る
小

学
５
年
生
～
中
学
２
年
生
で
、

国
際
協
力
に
関
心
が
あ
り
、
心

身
健
康
で
団
体
行
動
の
と
れ
る

者
。
事
業
に
関
す
る
研
修
な
ど

に
す
べ
て
参
加
で
き
る
者

◦�

派
遣
期
間
＝
３
月
27
日（
土
）～

31
日（
水
）（
予
定
）

◦�

研
修
内
容
＝
現
地
の
学
校
・
学

生
と
の
交
流
お
よ
び
中
国
の
文

化
・
習
慣
・
歴
史
を
学
ぶ

◦�

募
集
人
員
＝
５
人

◦�

個
人
負
担
＝
約
10
万
円

◦�

応
募
方
法
＝
学
校
を
通
じ
て
派

遣
申
込
書
を
提
出

◦�

申
込
締
切
＝
１
月
14
日（
木
）

◎�

問
い
合
わ
せ
先
＝
霧
島
市
国
際

交
流
協
会
事
務
局
（
企
画
政
策

課
内
）
☎（
64
）０
９
１
４

市
営
住
宅
の
入
居
者
募
集

国
分
・
隼
人
地
区
の
市
営
住
宅

に
空
き
が
あ
り
ま
す
。

◦�

国
分
＝
重
久
・
夕
日
ヶ
丘
・
川

内
・
西
山
下
・
木
原
・
四
方
田

◦�

隼
人
＝
大
津
・
川
原
・
東
郷
・

住
吉

◦�

申
込
書
の
配
布
・
受
付
期
間
＝

12
月
14
日（
月
）～
25
日（
金
）

※�

申
し
込
み
は
部
屋
ご
と
に
受
け

付
け
ま
す
。（
１
世
帯
１
住
宅

に
限
る
）

※
申
込
者
多
数
の
場
合
は
抽
選

◦�

抽
選
日
＝
１
月
14
日（
木
）　

※�

部
屋
・
入
居
要
件
な
ど
詳
細
は

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◎�

問
い
合
わ
せ
先
＝
建
築
住
宅
課

住
宅
グ
ル
ー
プ
☎（
64
）０
９
０

９
パ
ソ
コ
ン
講
座

２
０
３
／
60
歳
か
ら
始
め
る
パ

ソ
コ
ン
講
座

●
１
月
12
日（
火
）～
13
日（
水
）

◦�

時
間
＝
午
前
９
時
30
分
～
午
後

３
時
30
分

◦�

会
場
＝
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

◦�

定
員
＝
20
人
（
60
歳
以
上
の
市

民
対
象
）

◦�

受
講
料
＝
１
０
０
０
円

◦�

申
込
方
法
＝
往
復
は
が
き
に

コ
ー
ス
番
号
、
講
座
名
、
住
所
、

氏
名
、
年
齢
、
電
話
番
号
を
記

入
し
郵
送
す
る
（
往
信
面
の
右

側
に
は
何
も
記
入
し
な
い
）

◦�

申
込
締
切
＝
12
月
24
日（
木
）

◦�

受
講
決
定
＝
は
が
き
で
通
知

（
定
員
超
過
の
場
合
は
抽
選
）

◎�

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
＝
メ

デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
☎（
64
）０
９

１
９
、
〒
８
９
９
︲
４
３
９
４

国
分
中
央
三
丁
目
45
︲
１

食
の
安
全
を
考
え
る
講
習
会

◦�

日
時
＝
１
月
20
日（
水
）午
前
10

時
30
分
～
午
後
３
時

◦�

場
所
＝
県
人
材
育
成
セ
ン
タ
ー

大
研
修
室
〈
入
場
無
料
〉

◦�

内
容
＝
①
講
演
「
食
品
リ
ス
ク

と
の
つ
き
あ
い
か
た
（
仮
題
）」

②
演
習

◦�

定
員
＝
80
人
程
度
（
先
着
順
）

◦�

申
込
方
法
＝
氏
名
、
性
別
、
住

所
、電
話
番
号
を
電
話
、フ
ァ
ッ

ク
ス
、
郵
送
で
申
し
込
む
。

◦�

申
込
期
限
＝
1
月
4
日（
月
）

◎�

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
＝
県

i
n

f
o

r
m

a
t

i
o

n

な
ど
は
、
実
際
に
納
付
さ
れ
た
方

が
控
除
の
対
象
と
な
り
ま
す
が
、

特
別
徴
収
分
は
年
金
引
き
落
と
し

を
さ
れ
た
本
人
の
み
が
対
象
と
な

り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

◎�

問
い
合
わ
せ
先
＝
収
納
課
☎

（
64
）０
８
９
２

12
月
は
源
泉
所
得
税
の

年
末
調
整
の
月
で
す

「
年
末
調
整
」
は
毎
月
の
給
与

な
ど
か
ら
源
泉
徴
収
さ
れ
た
税
額

の
過
不
足
分
を
精
算
す
る
手
続
き

で
す
。
大
部
分
の
給
与
所
得
者
は
、

年
末
調
整
で
、
そ
の
年
の
納
税
を

完
了
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
の
で
、

勤
務
先
に
正
し
く
申
告
す
る
こ
と

が
大
切
で
す
。

◎�

問
い
合
わ
せ
先
＝
加
治
木
税
務

署
☎（
62
）２
１
６
１

製
造
事
業
所
の
皆
さ
ま
へ

統
計
調
査
に
ご
協
力
を

平
成
21
年
工
業
統
計
調
査
が

12
月
31
日
現
在
で
実
施
さ
れ
ま

す
。
調
査
に
あ
た
っ
て
12
月
中
旬

か
ら
調
査
票
を
お
届
け
し
ま
す
の

で
「
工
業
統
計
調
査
の
お
願
い
」

を
ご
覧
の
上
、
ご
記
入
く
だ
さ
い
。

な
お
、調
査
員
は
「
調
査
員
証
」

を
携
行
し
て
い
ま
す
。

◎�

問
い
合
わ
せ
先
＝
情
報
政
策
課

統
計
グ
ル
ー
プ
☎（
64
）０
９
３

３
ス
ギ
ヒ
ラ
タ
ケ
の

摂
取
は
控
え
て
く
だ
さ
い

ス
ギ
ヒ
ラ
タ
ケ
は
ス
ギ
な
ど
の

古
い
切
り
株
や
倒
木
に
生
え
る
白

色
の
き
の
こ
で
す
。
農
林
水
産
省

で
は
、
そ
の
成
分
が
急
性
脳
症
発

生
の
原
因
と
な
る
可
能
性
が
あ
る

と
し
て
注
意
を
呼
び
か
け
て
い
ま

す
。（
詳
細
は
林
野
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
へ
）

◎�

問
い
合
わ
せ
先
＝

林
務
水
産
課
林
務

グ
ル
ー
プ
☎（
64
）

０
９
３
８

運
転
免
許
自
主
返
納
カ
ー
ド
で

タ
ク
シ
ー
料
金
が
１
割
引
き

鹿
児
島
空
港
タ
ク
シ
ー
事
業
協

同
組
合
に
加
入
す
る
タ
ク
シ
ー
会

社
13
社
で
は
、
運
転
免
許
を
自
主

返
納
し
た
65
歳
以
上
の
高
齢
者
を

対
象
に
タ
ク
シ
ー
料
金
１
割
引
き

サ
ー
ビ
ス
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

割
引
を
受
け
る
に
は
、
運
転
免

許
返
納
手
続
き
の
際
に
警
察
署
で

発
行
さ
れ
る
「
運
転
免
許
自
主
返

納
カ
ー
ド
」
を
タ
ク
シ
ー
乗
車
時

に
提
示
し
て
く
だ
さ
い
。

◎�

問
い
合
わ
せ
先
＝
鹿
児
島
空
港

タ
ク
シ
ー
事
業
協
同
組
合
☎

（
58
）２
３
９
９
、
霧
島
警
察
署

☎（
47
）２
１
１
０
、
横
川
警
察

署
☎�（
72
）�０
１
１
０

霧
島
姶
良
地
区

書
初
め
席
書
大
会

◦�

日
時
＝
１
月
５
日（
火
）【
園
児

～
小
学
４
年
生
】
午
前
10
時
か

ら
（
受
付
＝
９
時
）、【
小
学
５

年
生
～
中
高
・
一
般
】
午
前
11

時
10
分
か
ら
（
受
付
＝
10
時
）

◦�

場
所
＝
国
分
公
民
館
３
階
中
研

修
室
お
よ
び
大
・
中
会
議
室

◦�

申
込
＝
当
日
、
国
分
公
民
館
３

階
ロ
ビ
ー
で
受
け
付
け
。
課
題

と
用
紙
は
当
日
配
布

◦�

参
加
費
＝
６
０
０
円

※
習
字
道
具
と
古
新
聞
を
持
参

◎�

問
い
合
わ
せ
先
＝
霧
島
市
国
分

書
道
会
☎（
45
）７
６
５
６

募　

集

次
世
代
育
成
支
援
対
策

後
期
行
動
計
画（
案
）に

対
す
る
ご
意
見
を
募
集

市
で
は
、
子
育
て
家
庭
へ
の
支

援
に
取
り
組
む
た
め
の
計
画
「
き

生
に
よ
る
一
言
リ
レ
ー
発
表
、

初
日
の
よ
う
拝
な
ど

◎�

問
い
合
わ
せ
先
＝
総
務
課
市
民

運
動
推
進
室
☎（
64
）０
９
１
５

農
業
委
員
会
委
員

選
挙
人
名
簿
登
載
申
請
書
を

提
出
し
て
く
だ
さ
い

毎
年
10
㌃
以
上
の
農
地
に
つ
き

耕
作
し
て
い
る
世
帯
へ
選
挙
管
理

委
員
会
か
ら
農
業
委
員
会
委
員
選

挙
人
名
簿
登
載
申
請
書
が
郵
送
さ

れ
ま
す
。
平
成
22
年
１
月
１
日
現

在
で
必
要
事
項
を
記
入
し
押
印
の

上
、
同
封
の
返
信
用
封
筒
で
１
月

８
日（
金
）ま
で
に
農
業
委
員
会
へ

郵
送（
切
手
不
要
）し
て
く
だ
さ
い
。

◎�

問
い
合
わ
せ
先
＝
農
業
委
員
会

事
務
局
☎（
64
）０
９
２
９

申
告
用
納
付
済
証
明
書
の

様
式
が
変
わ
り
ま
し
た

申
告
の
際
に
使
用
す
る
社
会
保

険
料
控
除
用
納
付
済
証
明
書
は
、

11
月
18
日
発
行
分
か
ら
国
民
健
康

保
険
税
、
後
期
高
齢
者
医
療
保
険

料
お
よ
び
介
護
保
険
料
の
特
別
徴

収
分
（
年
金
引
き
落
と
し
分
）
を

表
示
し
て
い
ま
す
。

普
通
徴
収
（
特
別
徴
収
以
外
）

で
納
付
さ
れ
る
国
民
健
康
保
険
税

お
知
ら
せ

12
月
10
日
～
1
月
10
日
は

「
年
末
年
始
の

交
通
事
故
防
止
運
動
」

交
通
ル
ー
ル
を
守
り
、
正
し
い

交
通
マ
ナ
ー
の
実
践
を
習
慣
づ
け

ま
し
ょ
う
。

◦�

ス
ロ
ー
ガ
ン
＝
年
末
年
始
マ

ナ
ー
ア
ッ
プ
で
事
故
防
止

◦�

最
重
点
項
目
＝
高
齢
者
の
交
通

事
故
防
止

◦�

重
点
項
目
＝
①
飲
酒
運
転
の
根

絶�

②
夕
暮
れ
時
と
夜
間
の
交

通
事
故
防
止�

③
す
べ
て
の
座

席
の
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
と
チ
ャ
イ

ル
ド
シ
ー
ト
の
正
し
い
着
用
の

徹
底

◎�

問
い
合
わ
せ
先
＝
安
心
安
全
課

交
通
防
犯
グ
ル
ー
プ
☎（
64
）０

９
９
７

新
春
市
民
の
つ
ど
い

新
し
い
年
の
ス
タ
ー
ト
を
共
に

祝
い
初
日
を
よ
う
拝
し
ま
し
ょ
う
。

◦�

日
時
＝
１
月
１
日
（
元
旦
）
午

前
６
時
55
分
～
７
時
40
分
（
雨

天
中
止
）

◦�

場
所
＝
城
山
公
園
（
国
分
）

◦�

内
容
＝
太
鼓
演
奏
、
小
・
中
学

◎霧島市からのお知らせ
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紅
葉
も
色
と
り
ど
り
に
美
し
く
、

ど
っ
ち
が
き
れ
い
と
紅
葉
を
背
景

に
記
念
写
真
。
あ
っ
と
い
う
間
に

さ
よ
な
ら
の
時
間
が
来
て
次
は
桜

の
花
の
こ
ろ
を
合
言
葉
に
別
れ
ま

し
た
。
友
だ
ち
の
す
ば
ら
し
さ
、

大
切
さ
を
あ
ら
た
め
て
感
じ
ま
し

た
。
そ
し
て
留
守
番
隊
の
家
族
に

あ
り
が
と
う
。
と
っ
て
も
い
い
49

歳
の
誕
生
日
を
迎
え
ま
し
た
。（
ミ

セ
ス
・
紅
葉
49
歳
女
性
）

●

や
っ
ぱ
り
同
級
生
は
最
高
で
す

ね
。
た
だ
私
た
ち
同
級
生
は
最
近

持
病
や
体
の
衰
え
の
自
慢
話
に
花

を
咲
か
せ
て
い
ま
す
。

ラ
ー
メ
ン
店
が
一
堂
に
会
し

て
そ
の
店
の
自
慢
の
ラ
ー

メ
ン
を
売
り
込
む
と
い
う
番
組
を

見
て
、
霧
島
市
で
も
そ
の
よ
う
な

イ
ベ
ン
ト
が
あ
れ
ば
楽
し
そ
う
だ

な
と
思
っ
て
い
ま
す
。
例
え
ば
、

和
菓
子
店
と
お
茶
屋
、
珈コ

ー
ヒ
ー琲
店
の

み
集
ま
る
イ
ベ
ン
ト
と
か
。
お
店

は
新
商
品
な
ど
の
ア
ピ
ー
ル
の
場

に
も
で
き
る
し
、
来
客
者
は
目
で

楽
し
め
て
、
ま
た
好
き
な
も
の
を

選
ん
で
飲
食
で
き
る
楽
し
み
も
あ

る
と
思
い
ま
す
。（
Ｍ
45
歳
女
性
）

●

デ
パ
ー
ト
で
あ
る
地
方
の
物
産

展
、
試
食
で
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

お
茶
の
飲
み
比
べ
、
お
菓
子
の
食

べ
比
べ
実
に
楽
し
そ
う
で
す
。

母
恋
ひ
て　

む
か
し
眺
め

し
さ
く
ら
島　

年
経
て

見
れ
ば
母
か
と
ぞ
思
ふ
」
与
謝
野

鉄
幹
。
今
春
、
鹿
児
島
へ
転
勤
と

な
り
煙
の
上の

ぼ

る
桜
島
を
眺
め
な
が

ら
鉄
幹
の
歌
を
口
ず
さ
む
日
々
で

す
。
こ
の
歌
が
心
の
中
に
自
然
に

入
っ
て
来
る
年
と
な
り
ま
し
た
。

南
に
桜
島
、
北
に
霧
島
の
山
々
を

眺
め
な
が
ら
の
生
活
は
、
ま
さ
に

母
の
懐
に
い
る
よ
う
な
気
分
で
す
。

先
日
京
都
駅
で
来
年
の
大
河
ド
ラ

マ
「
龍
馬
伝
」
の
観
光
キ
ャ
ラ
バ

ン
隊
に
出
く
わ
し
ま
し
た
。
も
ち

ろ
ん
霧
島
か
ら
の
法は

っ
ぴ被

姿
も
あ
り

ま
し
た
。
私
ど
も
夫
婦
も
寺
田
屋

な
ど
龍
馬
ゆ
か
り
の
地
を
足
を
棒

に
し
て
歩
き
回
り
ま
し
た
。
バ
ス

の
中
や
公
園
な
ど
で
出
会
っ
た

方
々
に
霧
島
や
妙
見
の
話
を
し
て

喜
ば
れ
ま
し
た
。
来
年
は
老
年
観

光
大
使
に
な
ろ
う
か
な
。（
霧
島

桜
子
55
歳
女
性
）●

Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ「
龍
馬
伝
」、

今
か
ら
楽
し
み
で
す
。
日
本
初
の

新
婚
旅
行
地
霧
島
で
の
ロ
ケ
が
行

わ
れ
る
よ
う
市
民
総
観
光
大
使
で

行
き
ま
し
ょ
う
。

大
好
き
だ
っ
た
コ
ス
モ
ス
の

花
が
咲
く
こ
ろ
、
１
年
間

の
闘
病
生
活
の
末
、
姉
が
天
国
へ

旅
立
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
姉
妹

の
中
で
も
誰
よ
り
も
明
る
く
、
健

康
だ
っ
た
あ
な
た
が
逝い

っ
て
し
ま

う
な
ん
て
、
今
で
も
信
じ
ら
れ
ま

せ
ん
。
で
も
ガ
ン
と
い
う
病
に
最

後
ま
で
前
向
き
に
戦
っ
て
い
ま
し

た
ね
。
姉
が
教
え
て
く
れ
た
こ
と

は
、
人
生
は
一
度
き
り
し
か
な
い

と
い
う
こ
と
、
そ
の
人
生
を
精
一

杯
生
き
る
と
い
う
こ
と
で
し
た
。

そ
の
教
え
を
胸
に
日
々
感
謝
し
な

が
ら
生
き
て
い
こ
う
と
思
い
ま
す
。

皆
さ
ん
に
検
診
の
重
要
性
を
伝
え

た
い
で
す
。（
ぷ
り
ん
51
歳
女
性
）

●

絆き
ず
なの
強
い
ご
姉
妹
だ
っ
た
の
で

す
ね
。
た
く
さ
ん
の
思
い
出
を
胸

に
ぜ
ひ
皆
さ
ん
お
体
を
大
切
に
。

文
章
は
添
削
さ
せ
て
い
た
だ
く

場
合
が
あ
り
ま
す
。

※�

ハ
ガ
キ
に
は
住
所
・
氏
名
・
年

齢
・
ペ
ン
ネ
ー
ム
な
ど
を
必
ず

お
書
き
く
だ
さ
い
。

⬆点線に沿って切り取ってください。（官製はがきでも可）

P O S T  C A R D

4934998
お手数ですが
50円切手を
お貼りください

霧島市役所
広報広聴課  行

◎ご住所

フリガナ

年齢／ 性別／ 男　・　女

（No.90/2009.12）

◎ご氏名

歳

◎ペンネームまたはイニシャル

※記入がない場合、実名で記載させていただきます。

電話（　　　　　　）　　　　－

お便りをくださった方の中から
カット割引券を10人のかたにプレ
ゼント。応募締め切りは12月22日
（火）当日消印有効です。当選の
発表は、商品の発送を持ってかえ
させていただきます。

この広報誌を読んだ感想や今後取り上げ
てほしい記事、霧島市への思い、あなた
の身近な事、何でも好きなことを書いてく
ださい。

おたより
待ってます

Readers Voice

このコーナーは読者の皆さんからの
声を伝えるページです。
本誌への感想、霧島市への思いなど、
たくさんの声をお寄せください。

読者の声

c
o

m
m

u
n

i
t
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鹿
児
島
に
来
て
子
育
て
真
っ

最
中
の
毎
日
。
２
歳
３
か

月
に
な
る
息
子
は
電
車
が
大
好
き
。

Ｊ
Ｒ
隼
人
駅
近
く
の
踏
み
切
り
を

通
る
と
き
、
必
ず
「
ア
チ
ャ
ポ
ッ

ポ
（
き
し
ゃ
ぽ
っ
ぽ
）
い
な
い
ね

え
ー
」
と
言
い
ま
す
。
鹿
児
島
に

来
た
と
き
は
ま
だ
歩
く
こ
と
も
、

お
し
ゃ
べ
り
す
る
こ
と
も
で
き
な

か
っ
た
子
が
、
鹿
児
島
で
歩
き
出

し
、
お
し
ゃ
べ
り
し
始
め
ま
し
た
。

本
当
に
幸
せ
な
毎
日
で
す
。「
肥

薩
線
全
線
開
通
１
０
０
周
年
記

念
」
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

電
車
大
好
き
な
息
子
の
た
め
に
、

11
月
21
日
は
電
車
の
旅
を
し
て
み

た
い
な
あ
。
き
っ
と
息
子
に
も
記

念
日
に
な
る
は
ず
で
す
。（
ね
ね

ち
ゃ
ん
38
歳
女
性
）

●

ア
チ
ャ
ポ
ッ
ポ
乗
れ
た
か
な
。

11
月
21
日
は
あ
ち
こ
ち
の
駅
で
催

し
が
あ
っ
て
と
て
も
楽
し
か
っ
た

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

私
の
住
む
横
川
町
の
尾
田
地

区
は
、
今
年
度
か
ら
の
市

の
計
画
の
「
健
康
生
き
が
い
づ
く

り
事
業
」
の
モ
デ
ル
地
区
で
す
。

こ
れ
ま
で
に
コ
ス
モ
ス
植
え
、
草

払
い
、
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
、
十
五
夜

行
事
に
合
わ
せ
て
の
豚
汁
、
お
に

ぎ
り
作
り
な
ど
を
し
ま
し
た
。
10

月
31
日
は
ご
年
配
の
方
々
に
も
参

加
い
た
だ
い
て
、
昔
な
つ
か
し
の

「
芋
コ
ン
ニ
ャ
ク
」
作
り
を
し
ま

し
た
。
講
師
は
集
落
の
Ｔ
さ
ん
。

作
業
に
入
る
前
に
保
健
師
さ
ん
に

市
の
愛
唱
歌
「
風
は
こ
こ
か
ら
」

の
ダ
ン
ス
を
教
え
て
い
た
だ
き
、

み
ん
な
で
に
こ
に
こ
楽
し
く
ひ
と

踊
り
し
ま
し
た
。
コ
ン
ニ
ャ
ク
芋

は
人
肌
を
と
て
も
嫌
い
、
少
し
で

も
触
れ
る
と
え
ぐ
い
味
に
な
る
そ

う
で
、
皆
さ
ん
手
袋
を
し
て
用
心

し
な
が
ら
ス
プ
ー
ン
を
使
っ
て
皮

を
む
き
、
サ
イ
コ
ロ
大
に
切
っ
て

あ
く
と
一
緒
に
ミ
キ
サ
ー
に
か
け

て
丸
め
て
大
釜
へ
、
あ
く
は
前

も
っ
て
木
灰
で
作
っ
て
お
き
ま
し

た
。
３
時
間
ほ
ど
煮
る
の
で
よ
く

混
ぜ
な
が
ら
広
場
で
お
茶
を
飲
み

つ
つ
、
昔
の
コ
ン
ニ
ャ
ク
作
り
の

話
に
花
が
咲
き
ま
し
た
。
ご
年
配

の
方
々
は
と
て
も
喜
ん
で
く
だ

さ
っ
て
、「
ま
た
こ
ん
な
機
会
に
声

を
か
け
て
く
い
や
ん
せ
」と
で
き

た
て
ア
ツ
ア
ツ
の
芋
コ
ン
ニ
ャ
ク

を
下
げ
て
帰
ら
れ
ま
し
た
。
老
い

も
若
き
も
協
力
し
合
い
、
火
を
焼く

べ
る
の
に
汗
を
た
ら
し
最
高
の
天

気
に
恵
ま
れ
た
秋
の
一
日
で
し
た
。

（
と
っ
こ
ば
あ
ち
ゃ
ん
64
歳
女
性
）

●

い
ろ
ん
な
年
代
の
方
が
集
ま
っ

て
の
健
康
づ
く
り
、
こ
れ
か
ら
毎

月
の
集
ま
り
が
よ
り
一
層
楽
し
み

に
な
り
ま
す
ね
。

11
月
号
の
表
紙
「
収
穫
を

迎
え
た
、
の
ど
か
な
田

園
風
景
」
に
感
動
し
ま
し
た
。
私

も
老
父
母
を
手
伝
っ
て
国
分
の
上

小
川
に
田
ん
ぼ
を
作
っ
て
い
ま
す
。

今
年
の
収
穫
も
終
わ
り
ほ
っ
と
ひ

と
息
で
す
が
、
な
ん
と
か
し
て
ほ

し
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は

「
犬
の
フ
ン
」
の
放
置
で
す
。
道

路
脇
、
あ
ぜ
道
、
田
ん
ぼ
の
中
な

ど
、
所
か
ま
わ
ず
置
き
去
り
状
態

で
す
。
は
だ
し
で
踏
ん
で
し
ま
っ

た
り
、
臭
か
っ
た
り
で
散
々
で
す
。

レ
ジ
袋
に
入
れ
た
フ
ン
を
そ
の
ま

ま
田
ん
ぼ
に
投
げ
込
ん
で
あ
る
こ

と
も
あ
り
ま
し
た
。
農
作
業
の
後
、

あ
ぜ
に
腰
を
据
え
て
ゆ
っ
く
り
お

茶
を
飲
む
こ
と
も
で
き
な
い
状
態

で
す
。
一
部
の
マ
ナ
ー
の
悪
い
飼

い
主
の
せ
い
で
、
犬
の
散
歩
を
し

て
い
る
皆
さ
ん
を
色
眼
鏡
で
見
て

し
ま
う
自
分
が
い
ま
す
。
11
月
号

表
紙
の
写
真
の
よ
う
な
、
あ
ぜ
に

座
っ
て
お
に
ぎ
り
を
食
べ
た
く
な

る
よ
う
な
田
ん
ぼ
に
戻
ら
な
い
も

の
で
し
ょ
う
か
。
付
近
に
田
ん
ぼ

を
作
っ
て
い
る
農
家
の
皆
さ
ん
が

困
っ
て
お
ら
れ
る
こ
と
で
す
。
犬

の
散
歩
を
さ
れ
る
方
々
の
マ
ナ
ー

ア
ッ
プ
を
お
願
い
し
ま
す
。（
う

ん
ま
お
ど
い
大
好
き
53
歳
男
性
）

●

自
分
の
家
の
中
で
も
犬
の
フ
ン

を
放
置
す
る
の
で
し
ょ
う
か
。
私

も
怒
り
が
込
み
上
げ
ま
す
。

20
年
振
り
の
同
窓
会
は
、

霧
島
紅
葉
１
泊
２
日
の

日
程
で
し
た
。
泊
ま
り
の
同
窓
会

な
ん
て
初
め
て
で
楽
し
さ
倍
増
で

し
た
。
温
泉
に
ゆ
っ
く
り
入
り
、

ご
ち
そ
う
を
い
た
だ
い
て
、
昔
話

に
花
が
咲
き
、
今
の
自
分
た
ち
の

生
活
環
境
を
笑
い
に
し
た
り
、
話

は
尽
き
る
こ
と
な
く
夜
更
け
ま
で
。

翌
日
も
早
朝
か
ら
朝
風
呂
に
入
り
、

ワ
イ
ワ
イ
に
ぎ
や
か
に
。
霧
島
の
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夢
の
先
に
あ
る
も
の

市
長
コ
ラ
ム

前
田
終
止

⬆点線に沿って切り取ってください。（官製はがきでも可）

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
ヤ
ン
キ
ー
ス

の
松
井
秀
喜
選
手
、
彼
は
甲
子

園
出
場
と
い
う
中
学
生
時
代
の

夢
を
現
実
に
し
、
そ
の
後
巨

人
軍
の
主
砲
と
し
て
活
躍
。
そ

し
て
新
た
な
夢
で
あ
る
「
世
界

の
頂
点
」
を
目
指
し
ア
メ
リ
カ

大
リ
ー
グ
に
挑
戦
、
と
う
と
う

今
年
の
ワ
ー
ル
ド
シ
リ
ー
ズ
で

優
勝
し
、
日
本
人
初
の
最
優
秀

選
手
に
選
ば
れ
ま
し
た
。
こ
の

輝
か
し
い
選
手
生
活
の
裏
に
は
、

け
が
や
言
葉
の
壁
な
ど
多
く
の

苦
難
が
あ
っ
た
よ
う
で
す
。
そ

の
中
で
選
手
で
あ
り
続
け
る
こ

と
、
結
果
を
残
す
た
め
の
努
力

と
執
念
は
は
か
り
し
れ
な
い
も

の
で
あ
る
と
想
像
し
ま
す
。

私
は
小
学
生
の
こ
ろ
か
ら
政

治
家
に
な
る
夢
を
追
い
続
け
て

き
ま
し
た
。
し
か
し
県
議
会
議

員
選
挙
に
２
度
挑
戦
す
る
も
敗

北
。
そ
れ
で
も
あ
き
ら
め
ず
に

３
度
目
で
当
選
し
、
39
歳
に

し
て
夢
を
現
実
と
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
以
来
県
議
４
期
、

牧
園
町
長
と
し
て
政
治
家
生
活

を
続
け
、
初
代
霧
島
市
長
、
そ

し
て
２
期
目
の
霧
島
市
政
を
任

さ
れ
ま
し
た
。
地
方
の
政
治
家

で
す
が
自
身
の
夢
の
先
に
あ
る

「
日
本
一
の
ふ
る
さ
と
づ
く
り
」

を
目
指
し
て
、
新
た
な
挑
戦
と

努
力
の
日
々
が
再
び
始
ま
り
ま

す
。

◎人口／128,360人（＋23）
男性／ 61,918人（＋14）
女性／ 66,442人（＋ 9）
出生115人／死亡 87人
転入312人／転出318人
◎世帯数／57,473世帯（＋28）

（平成21年11月１日現在）
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'S◎今月の表紙

鹿
児
島
神じ

ん

代だ
い

三さ
ん

陵り
ょ
うの
一つ
で
あ
る
高た

か

屋や
の

山や
ま
の

上え
の

陵み
さ
さ
ぎ。
神じ

ん

武む

天

皇
の
御
祖
父
に
あ
た
る
天あ

ま

津つ

日ひ

高だ
か

彦ひ
こ

火ほ

火ほ

出で

見み
の

尊み
こ
との
御
陵

で
す
。
山
幸
彦
と
も
呼
ば
れ
る
尊
が
、
こ
の
近
く
の
大お

お

河か
わ

内う
ち

岡お
か

で
豊と

よ

玉た
ま

姫ひ
め

を｢

見み

初そ

め｣

た
と
し
て
、
地
域
で
は
こ
の

丘
を｢
み
そ
め
が
丘｣

と
も
呼
び
、｢

溝
辺｣

の
語
源
と
の
言
い

伝
え
も
あ
り
ま
す
。
表
参
道
の
階
段
は
１
９
２
段
、
西
参

道
に
は
駐
車
場
が
あ
り
車
い
す
の
方
で
も
参
拝
で
き
ま
す
。

高屋山上陵（溝辺町麓）
11月23日　午後１時56分

【撮影データ】
デジタルカメラ　レンズ18～200㎜　Ｆ3.5~
5.6　1/50s　Ｆ3.5　ＩＳＯ200

※読者プレゼントを提供してくださる方を募集しています。広報広聴課広報グループ☎（64）0955までご連絡ください。

霧島温泉駅の肥薩線１００周年イベント。郷土料理の振る舞いや
太鼓の演奏などがあり、終日大にぎわいでした。印象的だったの

が地域の方のおもてなしに「すごい」と感動する人がいたこと。おもてな
しの心が通じた瞬間でした。心のこもったイベントっていいですね（み）

子どものころ通っていた空手の道場では、元旦にはだしで溝辺上床公
園まで２㌔ほど走り、初日をよう拝してから稽古（けいこ）、そして高

屋山上陵を参拝するのが恒例でした。今でも続いているだろうか。来年の
元旦は久しぶりに上床で初日を拝み、高屋山上陵を参拝してみよう（ふ）

今回取材した木佐貫さんは腰の手術をしてから足が痛み、野菜作
りでの作業も以前のようにこなせないと話していました。そう言い

ながらもコツコツと作業をこなす木佐貫さん。店頭に並ぶ野菜などは生
産者の方の努力のおかげだと改めて思いました。ありがたいですね（あ）

40歳を過ぎた弟の結納が結婚式場であった。結納が終わった後、披露宴会場を見学に行くと見ず知らずの方の結婚式で流す新郎新
婦の歴史が上映されていた。ふと横を見るとなんとそれを見た弟が泣い
ているではないか。周りのみんなが大爆笑したことは言うまでもない（た）

霧島市携帯サイト

携帯電話からも、霧島市の情報をご
覧いただけます。パソコンをお持ちで
ないかたも、インターネット接続可能
な携帯電話を利用して、霧島市ホーム
ページの情報の一部を検索できます。

で
あ
る
。
意
気
込
み
の
割
に
は
、

不
器
用
な
私
は
な
か
な
か
上
達
し

な
い
の
で
、
た
ぶ
ん
教
え
て
く
だ

さ
る
方
を
悩
ま
せ
て
い
る
こ
と
だ

ろ
う
。
生せ

い

来ら
い

楽
天
家
の
私
は
、「
マ

イ
ペ
ー
ス
、
マ
イ
ペ
ー
ス
」
と
自

〈随ずいそう想〉

分
に
言
い
聞
か
せ
つ
つ
、
毎
週
火

曜
日
、
点
訳
講
座
に
通
っ
て
い
る
。

今
ひ
と
つ
「
下
手
の
横
好
き
」

で
、
20
年
近
く
続
け
て
い
る
表
千

家
の
茶
道
が
あ
る
。
会
社
員
時
代

は
一
週
間
分
の
垢あ

か

を
落
と
し
、
リ

フ
レ
ッ
シ
ュ
す
る
た
め
の
手
段
で

あ
っ
た
。
茶
釜
の
松
風
の
音
が
俗

世
間
の
す
べ
て
を
遮
断
し
て
く
れ

た
。
今
は
、
一
週
間
に
一
度
の
緊

張
感
が
快

こ
こ
ろ
よい
。

今
は
鹿
児
島
市
内
の
先
生
を
紹

介
し
て
い
た
だ
い
て
月
３
回
、
茶

道
を
習
い
に
バ
ス
で
通
っ
て
い
る
。

往
復
３
時
間
20
分
が
苦
に
な
ら
な

い
の
は
、
都
会
生
活
が
長
か
っ
た

せ
い
だ
ろ
う
。

些い
さ
さか
心
配
な
の
は
、
バ
ス
の
本

数
が
少
な
く
、
乗
る
人
も
少
な
い
。

こ
れ
以
上
減
る
と
困
る
な
と
い
う

こ
と
。
我わ

れ

等ら

よ
り
後
の
世
代
い
わ

ゆ
る
「
団
塊
の
世
代
」
が
老
齢
を

迎
え
る
時
代
に
な
る
。
そ
う
な
る

と
、
さ
っ
そ
う
と
車
を
乗
り
回
し

て
い
る
人
た
ち
も
、
今
ま
で
ど
お

り
と
は
い
か
な
く
な
る
。
病
院
通

い
も
増
え
る
。
杞き

憂ゆ
う

で
あ
れ
ば
よ

い
と
は
思
う
が
。

と
も
あ
れ
、
私
の
Ｕ
タ
ー
ン
生

活
は
順
調
に
ス
タ
ー
ト
し
た
。

母
は
、
幼
い
こ
ろ
患
っ
た
中
耳

炎
が
原
因
で
耳
が
少
し
不
自
由

だ
っ
た
。
加
え
て
県
外
生
活
が
長

か
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
引
き
籠こ

も

り

的
で
近
所
の
方
々
と
、
気
軽
な
お

Profile

よねざわ ちさこ
1965年に国分実業高
校（現国分中央高校）卒
業後、奈良県に６年、東
京で（横浜時代を含み）
38年間の会社員生活を
経て昨年７月、福山町牧
之原に永住を決意。

38
年
ぶ
り
に
、
本
格
的
に
故
郷

に
根
を
下
ろ
し
た
の
は
、
昨
年
７

月
だ
っ
た
。

東
京
で
の
生
活
を
切
り
上
げ
て

故
郷
へ
帰
る
青
写
真
は
昔
か
ら

あ
っ
た
。
来
年
七
回
忌
を
迎
え
る

母
と
の
生
前
か
ら
の
約
束
だ
っ
た

か
ら
で
あ
る
。
一
緒
に
窯
元
を
訪

ね
て
歩
く
旅
を
す
る
こ
と
が
夢

だ
っ
た
が
、
そ
れ
は
、
永
久
に
叶

か
な
う

う
こ
と
は
な
い
。
そ
れ
で
も
、
都

会
で
の
生
活
が
経
済
的
に
難
し
い

状
態
に
な
っ
た
の
と
、
空
き
家
同

然
の
家
も
心
配
に
な
り
、
帰
郷
を

決
心
し
た
。
こ
れ
と
い
っ
た
資
格

も
特
技
も
持
た
な
い
の
で
、
故
郷

で
仕
事
は
得
ら
れ
な
い
こ
と
は
、

覚
悟
の
上
。

逆
に
幼
少
時
か
ら
密ひ

そ

か
に
や
り

た
い
と
考
え
て
い
た
こ
と
が
実
行

で
き
る
チ
ャ
ン
ス
と
捉と

ら

え
た
。

そ
れ
は
、「
点
訳
」
で
あ
る
。

勤
め
て
い
た
こ
ろ
は
、
当
然
な
が

ら
仕
事
を
最
優
先
さ
せ
た
た
め
、

落
ち
着
い
て
何
か
を
や
り
た
く
て

も
無
理
だ
っ
た
。

と
て
も
ラ
ッ
キ
ー
だ
っ
た
の
は
、

隼
人
で
点
訳
講
座
を
開
い
て
い
る

こ
と
を
広
報
誌
で
み
つ
け
た
こ
と

付
き
合
い
が
で
き
ず
に
終
わ
っ
た
。

私
は
、
ご
近
所
の
皆
さ
ん
が
す
べ

て
気
持
ち
よ
く
お
付
き
合
い
し
て

く
だ
さ
る
。
幼
馴な

じ
み染
の
気
の
置
け

な
い
付
き
合
い
は
よ
り
一
層
、
充

実
し
て
い
る
。

野
や
道
端
に
は
、
鳴
子
百ゆ

合り

、

水
引
草
、
吾わ

れ

亦も

紅こ
う

な
ど
の
四
季
の

茶
花
が
咲
く
。
た
だ
私
の
小
・
中

学
時
代
に
比
較
す
る
と
こ
の
自
然

の
草
花
が
少
な
い
よ
う
だ
。
心
な

い
輩

や
か
ら
が
根
こ
そ
ぎ
持
ち
去
っ
て
い

る
と
聞
く
。
悲
し
い
こ
と
だ
。

精
神
論
だ
け
で
は
、
腹
は
膨
れ

な
い
と
い
う
人
も
い
る
だ
ろ
う
が
、

最
後
は
「
心
の
絆
」
に
軍
配
が
あ

が
る
も
の
と
信
じ
て
毎
日
を
過
ご

し
て
行
こ
う
と
思
う
。

福
山
町
福
山
上
の
茶
屋
よ
り

（
き
り
し
ま
写
真
展
入
選
作
品
）

心の絆
きずな

◎米澤  千佐子

お便りをくださった方の中から

霧島支部理容組合では、お客さまへ安心･安全で確かな技術を提
供するため、講習会･勉強会に積極的に取り組んでいます。今後とも
組合加盟店では親切・丁寧で、より高い技術とサービスを提供して
いきますので、お客さまの身近なヘアアドバイザーとして組合加盟店
をどうぞご利用ください。また、加盟店も併せて募集しています。

県理容生活衛生同業組合
霧島支部のカット割引券を
プレゼントします

◎問い合わせ先＝霧島支部理容組合
　☎（45）1479
　http://www.riyo-k.com/kirishima/
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